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　平成26年９月28日、
ひばり野公園陸上競技
場を会場に全14チーム
が優勝目指してがんば
りました。

第46回 町民運動会第46回 町民運動会



③ ごのへ議会だより 第13号 ごのへ議会だより 第13号 ②

　９月定例会は、９月11日から17日までの７日間の会期で開催しました。
　６人の議員が一般質問を行ったほか、議会から１件の案件、町長から決算認定や補正予算、条例改正な
ど17件の議案と４件の報告、請願１件と陳情１件が提出されました。
　また、平成25年度の決算については議員全員で構成する決算特別委員会を設置して審査を行いました。

　
一
般
会
計
の
決
算
状
況
は
、
前

年
度
に
比
べ
歳
入
歳
出
と
も
に
約

20
億
円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
主
な
要
因
は
、
五
戸
小
学
校
校

舎
や
体
育
館
な
ど
の
改
築
に
よ
る

も
の
で
す
。

　
歳
入
は
、
地
方
交
付
税
や
町
債

な
ど
の
依
存
財
源
が
82
・
３
％
を

占
め
、
自
主
財
源
で
あ
る
町
税
や

使
用
料
な
ど
は
17
・
７
％
と
な
っ

て
お
り
、
町
財
政
の
多
く
が
国
や

県
か
ら
の
お
金（
交
付
税
・
支
出

金
・
交
付
金
）と
借
金（
町
債
）に
頼

っ
て
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
人
件
費
や
公
債
費（
借

金
返
済
）な
ど
の
義
務
的
経
費
は
、

歳
出
全
体
の
31
・
７
％
で
、
前
年

度
に
比
べ
１
億
７
７
１
万
円
の
減

額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

未
収
金（
滞
納
）総
額

４
億
３
９
１
１
万
円

　
平
成
25
年
度
末
の
未
収
金
は
、

４
億
３
９
１
１
万
円
で
、
町
税
と

国
民
健
康
保
険
税
で
85
・
５
％
を

占
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
前
年
度
末
に
比
べ
２
６

４
５
万
円
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
不
納
欠
損

処
分
に
よ
る
も
の
で
す
。

不
納
欠
損
処
分
と
は

　
滞
納
者
が
死
亡
し
相
続
人

も
い
な
い
、
行
方
不
明
な
ど

の
理
由
で
滞
納
分
の
徴
収
が

で
き
な
く
な
っ
た
場
合
、
そ

の
金
額
を
消
滅
さ
せ
る
こ
と
。

町
民
一
人
当
た
り

　
借
金
１
０
０
万
円
（
24
年
度 

97
万
円
）

　
貯
金
　
　
16
万
円
（
24
年
度 

13
万
円
）

　
町
財
政
の
借
金
で
あ
る
町
債
合
計
は
、

１
８
７
億
６
２
７
９
万
円
で
、
前
年
度

に
比
べ
て
３
億
２
６
４
６
万
円
増
額
と

な
り
ま
し
た
。

　
一
方
、
貯
金
で
あ
る
基
金
合
計
は
、

31
億
２
５
８
３
万
円
で
、
前
年
度
に
比

べ
て
６
億
４
４
８
３
万
円
増
加
と
な
り

ま
し
た
。

平
成
25
年
度
決
算
状
況

借金　１８７億６２７９万円

貯金　　３１億２５８３万円

公債費
13億3137万円
11.9%

総務費
12億5700万円
11.3%

衛生費
12億3424万円
11.1%

土木費
8億7776万円
7.9%

国・県支出金
24億7088万円
21.6%

自主財源
20億2533万円
17.7%

町税
14億3504万円
12.6%

自主財源
20億2533万円
17.7%

依存財源
93億9859万円
82.3%

地方交付税
47億1570万円
41.3%

教育費
29億1468万円
26.1%

民生費
22億253万円
19.7%

公債費
13億3137万円
11.9%

総務費
12億5700万円
11.3%

衛生費
12億3424万円
11.1%

土木費
8億7776万円
7.9%

農林水産業費
7億3814万円
6.6%

消防費
3億5091万円
3.1%

議会費
1億1134万円
1.0% 商工費

8167万円
0.7% その他

6074万円
0.6%

国・県支出金
24億7088万円
21.6%

町債
18億8210万円
16.5%

地方消費税交付金
1億5795万円
1.4%

地方譲与税
1億1898万円
1.0%

その他交付金
5298万円
0.5%

その他
2億4441万円
2.1%
分担金及び負担金
1億4642万円
1.3%

使用料及び手数料
7511万円
0.7%
繰越金
7149万円
0.6%
繰入金
5286万円
0.4%

歳　出 歳　入

会　計　名

一　般　会　計

特

別

会

計

後期高齢者医療

国民健康保険

介護保険

下水道事業

農業集落排水処理
施設事業
簡易水道事業

住宅用地造成事業等

ケーブルテレビ事業

病院事業会計

収益的収支

資本的収支

歳　　入

114億2392万円

4億 692万円

25億8549万円

23億1185万円

4億4624万円

1億5143万円

9178万円

1905万円

2766万円

収　　入

26億3795万円

2億 136万円

歳　　出

111億6038万円

4億 211万円

25億2979万円

21億6894万円

4億4495万円

1億4921万円

8253万円

1264万円

2624万円

支　　出

26億6065万円

3億 486万円

差　　引

2億6354万円

481万円

5570万円

1億4291万円

129万円

222万円

925万円

641万円

142万円

差　　引

△　2270万円

△1億 350万円

一　般　会　計　決　算

区　　分 25年度末 24年度末 増減額
町税＊ 1億4918万円 1億6268万円 △ 1350万円
保育料負担金 151万円 196万円 △ 45万円
五戸台地負担金 1107万円 1553万円 △ 446万円
給食費保護者負担金 231万円 199万円 32万円
ブドロク放牧場使用料 71万円 44万円 27万円
町営住宅使用料 130万円 46万円 84万円
土地貸付料 526万円 423万円 103万円
奨学資金償還金 1081万円 1134万円 △ 53万円
後期高齢者医療保険料 946万円 162万円
国民健康保険税 2億2615万円 2億4503万円

784万円

介護保険料 421万円 449万円
△ 1888万円
△ 28万円

下水道受益者負担金・使用料 823万円 772万円 51万円
農業集落排水分担金・使用料 246万円 257万円 △ 11万円
簡易水道使用料

一般会計

会　　計　　名 25年度末

下水道事業特別会計

110億4588万円

農業集落排水処理施設事業特別会計

28億1813万円

簡易水道事業特別会計

9億4117万円

五戸町病院事業会計

基　　金　　名 基　　金　　名

財政調整基金

減債基金

土地開発基金

泉山教育振興基金

木村秀政教育振興基金

公共施設等整備基金

まちづくり特別事業基金

地域福祉基金

江渡恭助人材育成基金

人材育成基金

肉用牛一貫経営支援基金

25年度末

11億5210万円

4億2898万円

1億4561万円

57万円

182万円

41万円

752万円

90万円

144万円

5668万円

地域振興基金

高齢者等肉用牛特別導入事業基金

過疎地域自立促進特別事業基金

国民健康保険特別会計財政調整基金

国民健康保険高額療養費貸付基金

介護給付費準備基金

下水道整備基金

ケーブルテレビ事業基金

合　　　　　計

25年度末

10億7354万円

1005万円

415万円

3500万円

1億 381万円

508万円

4837万円

2531万円

2439万円

31億2583万円

2億6416万円

36億9345万円

合　　　計 187億6279万円

581万円 502万円 79万円
ケーブルテレビ負担金・利用料 64万円 48万円 16万円

合　　計 4億3911万円 4億6556万円 △ 2645万円

町税等の未収金の状況

各会計の決算状況

町債（借金）の状況

基 金（積立金）の 状 況

＊町税は、町民税・固定資産税・軽自動車税の合計額
※翌年度繰越分及び未還付額は除く

※現金・貸付金の額（動産・不動産は含まない）
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　９月定例会は、９月11日から17日までの７日間の会期で開催しました。
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に
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億
円
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増
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と
な
り
ま
し
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戸
小
学
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体
育
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な
ど
の
改
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に
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・
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を
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な
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17
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国
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お
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・
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で
す
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民
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た
り
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万
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24
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万
円
）

　
貯
金
　
　
16
万
円
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24
年
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13
万
円
）

　
町
財
政
の
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で
あ
る
町
債
合
計
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１
８
７
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６
２
７
９
万
円
で
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前
年
度

に
比
べ
て
３
億
２
６
４
６
万
円
増
額
と

な
り
ま
し
た
。

　
一
方
、
貯
金
で
あ
る
基
金
合
計
は
、

31
億
２
５
８
３
万
円
で
、
前
年
度
に
比

べ
て
６
億
４
４
８
３
万
円
増
加
と
な
り

ま
し
た
。

平
成
25
年
度
決
算
状
況

借金　１８７億６２７９万円

貯金　　３１億２５８３万円

公債費
13億3137万円
11.9%

総務費
12億5700万円
11.3%

衛生費
12億3424万円
11.1%

土木費
8億7776万円
7.9%

国・県支出金
24億7088万円
21.6%

自主財源
20億2533万円
17.7%

町税
14億3504万円
12.6%

自主財源
20億2533万円
17.7%

依存財源
93億9859万円
82.3%

地方交付税
47億1570万円
41.3%

教育費
29億1468万円
26.1%

民生費
22億253万円
19.7%

公債費
13億3137万円
11.9%

総務費
12億5700万円
11.3%

衛生費
12億3424万円
11.1%

土木費
8億7776万円
7.9%

農林水産業費
7億3814万円
6.6%

消防費
3億5091万円
3.1%

議会費
1億1134万円
1.0% 商工費

8167万円
0.7% その他

6074万円
0.6%

国・県支出金
24億7088万円
21.6%

町債
18億8210万円
16.5%

地方消費税交付金
1億5795万円
1.4%

地方譲与税
1億1898万円
1.0%

その他交付金
5298万円
0.5%

その他
2億4441万円
2.1%
分担金及び負担金
1億4642万円
1.3%

使用料及び手数料
7511万円
0.7%
繰越金
7149万円
0.6%
繰入金
5286万円
0.4%

歳　出 歳　入

会　計　名

一　般　会　計

特

別

会

計

後期高齢者医療

国民健康保険

介護保険

下水道事業

農業集落排水処理
施設事業
簡易水道事業

住宅用地造成事業等

ケーブルテレビ事業

病院事業会計

収益的収支

資本的収支

歳　　入

114億2392万円

4億 692万円

25億8549万円

23億1185万円

4億4624万円

1億5143万円

9178万円

1905万円

2766万円

収　　入

26億3795万円

2億 136万円

歳　　出

111億6038万円

4億 211万円

25億2979万円

21億6894万円

4億4495万円

1億4921万円

8253万円

1264万円

2624万円

支　　出

26億6065万円

3億 486万円

差　　引

2億6354万円

481万円

5570万円

1億4291万円

129万円

222万円

925万円

641万円

142万円

差　　引

△　2270万円

△1億 350万円

一　般　会　計　決　算

区　　分 25年度末 24年度末 増減額
町税＊ 1億4918万円 1億6268万円 △ 1350万円
保育料負担金 151万円 196万円 △ 45万円
五戸台地負担金 1107万円 1553万円 △ 446万円
給食費保護者負担金 231万円 199万円 32万円
ブドロク放牧場使用料 71万円 44万円 27万円
町営住宅使用料 130万円 46万円 84万円
土地貸付料 526万円 423万円 103万円
奨学資金償還金 1081万円 1134万円 △ 53万円
後期高齢者医療保険料 946万円 162万円
国民健康保険税 2億2615万円 2億4503万円

784万円

介護保険料 421万円 449万円
△ 1888万円
△ 28万円

下水道受益者負担金・使用料 823万円 772万円 51万円
農業集落排水分担金・使用料 246万円 257万円 △ 11万円
簡易水道使用料

一般会計

会　　計　　名 25年度末

下水道事業特別会計

110億4588万円

農業集落排水処理施設事業特別会計

28億1813万円

簡易水道事業特別会計

9億4117万円

五戸町病院事業会計

基　　金　　名 基　　金　　名

財政調整基金

減債基金

土地開発基金

泉山教育振興基金

木村秀政教育振興基金

公共施設等整備基金

まちづくり特別事業基金

地域福祉基金

江渡恭助人材育成基金

人材育成基金

肉用牛一貫経営支援基金

25年度末

11億5210万円

4億2898万円

1億4561万円

57万円

182万円

41万円

752万円

90万円

144万円

5668万円

地域振興基金

高齢者等肉用牛特別導入事業基金

過疎地域自立促進特別事業基金

国民健康保険特別会計財政調整基金

国民健康保険高額療養費貸付基金

介護給付費準備基金

下水道整備基金

ケーブルテレビ事業基金

合　　　　　計

25年度末

10億7354万円

1005万円

415万円

3500万円

1億 381万円

508万円

4837万円

2531万円

2439万円

31億2583万円

2億6416万円

36億9345万円

合　　　計 187億6279万円

581万円 502万円 79万円
ケーブルテレビ負担金・利用料 64万円 48万円 16万円

合　　計 4億3911万円 4億6556万円 △ 2645万円

町税等の未収金の状況

各会計の決算状況

町債（借金）の状況

基 金（積立金）の 状 況

＊町税は、町民税・固定資産税・軽自動車税の合計額
※翌年度繰越分及び未還付額は除く

※現金・貸付金の額（動産・不動産は含まない）
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問
川
﨑
委
員 

町
税
の
不
納

欠
損
額
が
１
４
７
３
万
４
５

８
７
円
あ
る
が
、
内
訳
は
。

答
佐
々
木
税
務
課
長 

内
訳

は
次
の
と
お
り
。
た
だ
し
、

件
数
は
期
別
毎
の
件
数
で
あ

り
、
滞
納
者
数
で
は
な
い
。

問
三
浦（
專
）委
員
　
町
税

が
平
成
24
年
度
に
比
べ
１
・
２

％
増
額
に
な
っ
て
い
る
が
、

そ
の
理
由
は
。

問
川
﨑
委
員 

統
合
し
た
こ

と
も
あ
り
、
五
戸
小
学
校
の

敷
地
内
か
学
校
の
近
く
に
プ

ー
ル
が
必
要
と
思
う
が
。

答
畑
山
教
育
課
長 

以
前
は

近
く
に
あ
っ
た
が
、
改
築
す

る
た
め
の
場
所
を
検
討
し
た

結
果
、
現
在
の
ひ
ば
り
野
公

園
内
が
最
適
と
判
断
し
て
建

築
し
た
。

新
た
に
建
設
す
る
こ
と
は
現

在
考
え
て
い
な
い
。

問
三
浦（
俊
）委
員 

パ
ン
箱

を
購
入
し
た
の
は
新
規
購
入

か
更
新
か
。

答
畑
山
教
育
課
長 

こ
れ
ま

で
使
っ
て
い
た
も
の
が
古
く

な
っ
た
た
め
の
更
新
で
、
五

戸
小
学
校
と
五
戸
中
学
校
分

で
１
箱
１
万
円（
税
抜
）を
23

箱
購
入
。

問
川
﨑
委
員 

公
債
費
の
償

還
利
子
の
利
率
は
。

答
倉
橋
総
務
課
長 

１
・
１

％
。

問
沢
田
委
員 

後
期
高
齢
者

医
療
支
援
シ
ス
テ
ム
の
説
明

を
。

答
中
川
原
住
民
課
長 

転
入
・

転
出
・
死
亡
等
の
管
理
を
し

て
い
る
住
民
基
本
台
帳
シ
ス

テ
ム
と
広
域
連
合
の
被
扶
養

者
名
簿
を
突
合
さ
せ
、
毎

日
、
広
域
連
合
に
被
保
険
者

の
情
報
を
提
供
す
る
シ
ス
テ

ム
。

問
川
村
委
員 

医
業
外
収
益

の
他
会
計
補
助
金
が
12
・
５

％
の
減
額
と
説
明
を
受
け
た

が
、
具
体
的
に
何
に
使
っ
て

い
る
の
か
。

答
服
部
総
合
病
院
事
務
局
長 

医
師
確
保
対
策
と
し
て
八
戸

市
立
市
民
病
院
へ
負
担
金
を

支
払
う
な
ど
に
使
用
。

問
川
村
委
員 

五
戸
総
合
病

院
の
看
護
師
の
評
判
が
よ
く

な
い
と
聞
く
。
患
者
に
対
す

る
態
度
を
し
っ
か
り
研
修
・

勉
強
し
て
ほ
し
い
。

答
服
部
総
合
病
院
事
務
局
長 

接
遇
に
関
し
て
は
病
院
内
で

法
定
研
修
と
し
て
年
に
２
・

３
回
全
職
員
を
対
象
に
研
修

を
実
施
し
て
い
る
が
、
苦
情

は
あ
る
。
総
看
護
師
長
と
も

相
談
し
な
が
ら
研
修
内
容
に

つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
。

問
三
浦（
俊
）委
員 

総
務
課

で
予
算
を
取
っ
て
研
修
を
実

施
し
て
い
る
が
、
病
院
の
職

員
は
一
緒
に
や
っ
て
い
な
い

の
か
。

答
倉
橋
総
務
課
長 

役
場
の

研
修
に
病
院
職
員
は
対
象
と

し
て
い
な
い
。
行
政
職
に
つ

い
て
は
今
後
検
討
す
る
。

問
三
浦（
專
）委
員 

地
域
の

医
療
機
関
や
福
祉
施
設
と
の

連
携
を
強
化
す
る
と
の
説
明

だ
っ
た
が
具
体
的
に
説
明
を
。

答
服
部
総
合
病
院
事
務
局
長 

今
年
４
月
か
ら
地
域
医
療
連

携
室
を
立
ち
上
げ
看
護
師
２

人
、
社
会
福
祉
士
１
人
を
配

置
し
、
福
祉
施
設
や
他
病
院

と
の
連
携
を
行
っ
て
い
る
。

問
尾
形
委
員 

町
の
が
ん
検

診
等
の
無
料
ク
ー
ポ
ン
は
八

戸
市
と
同
じ
タ
イ
ミ
ン
グ
で

や
っ
て
い
る
の
か
。

答
佐
々
木
福
祉
保
健
課
長 

特

定
健
診
の
ほ
か
に
が
ん
検
診

に
も
色
々
あ
る
が
、
５
歳
刻

み
の
ク
ー
ポ
ン
や
子
宮
頸
が

ん
検
診
は
20
歳
か
ら
実
施
し

て
い
る
。
事
業
は
八
戸
市
と

同
じ
で
あ
る
が
、
全
く
同
じ

で
あ
る
か
は
確
認
し
て
い
な

い
。

全
員
賛
成
で
認
定

た
だ
し
、
軽
自
動
車
税
だ
け

が
下
が
っ
て
い
る
が
、
そ
の

理
由
は
。

答
佐
々
木
税
務
課
長 

個
人

町
民
税
は
、
前
年
度
に
比
べ

農
業
が
１
・
35
倍
増
え
て
お

り
、
要
因
は
、
主
要
作
物
の

値
段
が
よ
か
っ
た
。
営
業
は

１
・
13
倍
の
増
加
。
分
離
所

得（
株
式
等
の
配
当
）も
増
と

な
り
、
徐
々
に
景
気
回
復
傾

向
に
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。
譲
渡
所
得
は
１
・
29
倍
。

　
法
人
町
民
税
は
、
ほ
ぼ
横

ば
い
。

　
固
定
資
産
税
は
、
新
し
い

家
屋
・
建
物
は
翌
年
度
課
税

標
準
額
が
ア
ッ
プ
に
な
る
。

　
た
ば
こ
税
は
、
平
成
25
年

４
月
１
日
か
ら
税
率
が
変
更

と
な
り
、
町
の
取
り
分
が
増

え
た
。
ま
た
、
本
数
で
30
万

本
強
増
え
た
。

※

町
の
増
額
は
千
本
当
た
り

６
４
４
円（
旧
３
級
品
は

３
０
５
円
）。

　
軽
自
動
車
税
は
、
廃
車
や

所
有
権
移
動
な
ど
で
た
ま
た

ま
減
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。

問
三
浦（
專
）委
員 

負
担
金

に
収
入
未
済
額
が
あ
る
が
内

訳
は
。

答
小
村
農
林
課
長 

五
戸
台

地
土
地
改
良
事
業
費
負
担
金

は
、
滞
納
繰
越
分
13
人
・
１

１
０
６
万
８
８
８
７
円
。

答
佐
々
木
福
祉
保
健
課
長 

保

育
所
入
所
児
童
保
護
者
負
担

金
は
、
25
年
度
分
11
人
・
42

万
３
２
０
０
円
、
滞
納
繰
越

分
28
人
・
１
０
８
万
４
３
２

０
円
。

答
畑
山
教
育
課
長 

給
食
費

保
護
者
負
担
金
は
、
滞
納
繰

越
分
25
人
・
１
９
６
万
７
６

８
１
円
。

問
三
浦（
俊
）委
員 

空
き
家

情
報
抽
出
・
転
記
作
業
業
務

委
託
の
内
容
は
。

ま
た
、
そ
の
結
果
は
。

答
倉
橋
総
務
課
長 

五
戸
町

の
空
き
家
実
態
調
査
の
基
礎

資
料
と
す
る
た
め
、
株
式
会

社
ゼ
ン
リ
ン
に
住
宅
地
図
調

査
員
の
判
断
に
よ
る
空
き
家

情
報
を
住
宅
地
図
帳
に
転
記

す
る
作
業
を
委
託
し
た
。

空
き
家
件
数
は
１
９
４
件
。

問
髙
山
委
員 

青
年
就
農
給

付
金（
経
営
開
始
型
）１
２
０

０
万
円
の
内
容
は
。

答
小
村
農
林
課
長 

夫
婦
２

組
と
個
人
５
人
に
給
付
。

問
若
宮
委
員 

２
月
の
大
雪

時
に
道
路
が
混
乱
し
た
が
、

町
で
主
要
路
線（
国
道
・
県

道
・
町
道
）を
除
雪
し
、
後

日
、
国
や
県
と
除
雪
費
を
精

算
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の

か
。

答
山
下
建
設
課
長 

国
道
・

県
道
・
町
道
の
重
複
部
分
の

除
雪
は
申
し
合
わ
せ
事
項
が

あ
る
が
、
町
道
の
除
雪
だ
け

で
も
い
っ
ぱ
い
で
あ
る
。

問
三
浦（
專
）委
員
　
給
食
賄

材
料
の
五
戸
産
の
品
目
と
何

％
位
占
め
て
い
る
の
か
。

答
畑
山
教
育
課
長 

米
、
野

菜
な
ど
を
利
用
し
て
い
る
。

賄
材
料
費
７
３
１
６
万
円
の

う
ち
地
産
地
消
と
し
て
約
１

５
０
万
円
の
予
算
が
あ
る
。

※

25
年
度
実
績
の
う
ち
、
五

戸
町
産
の
食
材
で
７
６

０
万
円
と
青
森
県
産
の

食
材
で
２
７
１
３
万
円
、

合
計
３
４
７
９
万
円
分

を
支
出
し
て
い
る
。

一
般
会
計

不
納
欠
損
額
の
内
訳
は

町
税
増
額
の
理
由
は

収
入
未
済
額
の
内
訳
は

青
年
就
農
給
付
金
の
内
容
は

除
雪
方
法
の
見
直
し
を

給
食
に
五
戸
産
の
も
の
を

空
き
家
対
策
業
務

委
託
の
結
果
は

五
戸
小
学
校
の
近
く
に

学
校
プ
ー
ル
を

学
校
給
食
用
パ
ン
箱

支
援
シ
ス
テ
ム
の
説
明
を

他
会
計
補
助
金
の
説
明
を

接

　遇

　対

　策

　は

他
施
設
と
の
連
携
は

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
の
状
況
は

公
債
費
利
子
の
利
率
は

後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計

決
算
特
別
委
員
会
の

審
査
結
果

病
院
事
業
会
計

決算特別委員会の主な質疑
決算特別委員会は、議員全員で構成しています。
委員会での一部を要約して掲載しています。

件数 金　　額

376件個人町民税

不納欠損

6,002,917円

２件法人町民税 115,000円

743件固定資産税 7,985,670円

166件軽自動車税 631,000円
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問
川
﨑
委
員 

町
税
の
不
納

欠
損
額
が
１
４
７
３
万
４
５

８
７
円
あ
る
が
、
内
訳
は
。

答
佐
々
木
税
務
課
長 

内
訳

は
次
の
と
お
り
。
た
だ
し
、

件
数
は
期
別
毎
の
件
数
で
あ

り
、
滞
納
者
数
で
は
な
い
。

問
三
浦（
專
）委
員
　
町
税

が
平
成
24
年
度
に
比
べ
１
・
２

％
増
額
に
な
っ
て
い
る
が
、

そ
の
理
由
は
。

問
川
﨑
委
員 
統
合
し
た
こ

と
も
あ
り
、
五
戸
小
学
校
の

敷
地
内
か
学
校
の
近
く
に
プ

ー
ル
が
必
要
と
思
う
が
。

答
畑
山
教
育
課
長 

以
前
は

近
く
に
あ
っ
た
が
、
改
築
す

る
た
め
の
場
所
を
検
討
し
た

結
果
、
現
在
の
ひ
ば
り
野
公

園
内
が
最
適
と
判
断
し
て
建

築
し
た
。

新
た
に
建
設
す
る
こ
と
は
現

在
考
え
て
い
な
い
。

問
三
浦（
俊
）委
員 

パ
ン
箱

を
購
入
し
た
の
は
新
規
購
入

か
更
新
か
。

答
畑
山
教
育
課
長 

こ
れ
ま

で
使
っ
て
い
た
も
の
が
古
く

な
っ
た
た
め
の
更
新
で
、
五

戸
小
学
校
と
五
戸
中
学
校
分

で
１
箱
１
万
円（
税
抜
）を
23

箱
購
入
。

問
川
﨑
委
員 

公
債
費
の
償

還
利
子
の
利
率
は
。

答
倉
橋
総
務
課
長 

１
・
１

％
。

問
沢
田
委
員 

後
期
高
齢
者

医
療
支
援
シ
ス
テ
ム
の
説
明

を
。

答
中
川
原
住
民
課
長 

転
入
・

転
出
・
死
亡
等
の
管
理
を
し

て
い
る
住
民
基
本
台
帳
シ
ス

テ
ム
と
広
域
連
合
の
被
扶
養

者
名
簿
を
突
合
さ
せ
、
毎

日
、
広
域
連
合
に
被
保
険
者

の
情
報
を
提
供
す
る
シ
ス
テ

ム
。

問
川
村
委
員 

医
業
外
収
益

の
他
会
計
補
助
金
が
12
・
５

％
の
減
額
と
説
明
を
受
け
た

が
、
具
体
的
に
何
に
使
っ
て

い
る
の
か
。

答
服
部
総
合
病
院
事
務
局
長 

医
師
確
保
対
策
と
し
て
八
戸

市
立
市
民
病
院
へ
負
担
金
を

支
払
う
な
ど
に
使
用
。

問
川
村
委
員 

五
戸
総
合
病

院
の
看
護
師
の
評
判
が
よ
く

な
い
と
聞
く
。
患
者
に
対
す

る
態
度
を
し
っ
か
り
研
修
・

勉
強
し
て
ほ
し
い
。

答
服
部
総
合
病
院
事
務
局
長 

接
遇
に
関
し
て
は
病
院
内
で

法
定
研
修
と
し
て
年
に
２
・

３
回
全
職
員
を
対
象
に
研
修

を
実
施
し
て
い
る
が
、
苦
情

は
あ
る
。
総
看
護
師
長
と
も

相
談
し
な
が
ら
研
修
内
容
に

つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
。

問
三
浦（
俊
）委
員 
総
務
課

で
予
算
を
取
っ
て
研
修
を
実

施
し
て
い
る
が
、
病
院
の
職

員
は
一
緒
に
や
っ
て
い
な
い

の
か
。

答
倉
橋
総
務
課
長 

役
場
の

研
修
に
病
院
職
員
は
対
象
と

し
て
い
な
い
。
行
政
職
に
つ

い
て
は
今
後
検
討
す
る
。

問
三
浦（
專
）委
員 

地
域
の

医
療
機
関
や
福
祉
施
設
と
の

連
携
を
強
化
す
る
と
の
説
明

だ
っ
た
が
具
体
的
に
説
明
を
。

答
服
部
総
合
病
院
事
務
局
長 

今
年
４
月
か
ら
地
域
医
療
連

携
室
を
立
ち
上
げ
看
護
師
２

人
、
社
会
福
祉
士
１
人
を
配

置
し
、
福
祉
施
設
や
他
病
院

と
の
連
携
を
行
っ
て
い
る
。

問
尾
形
委
員 

町
の
が
ん
検

診
等
の
無
料
ク
ー
ポ
ン
は
八

戸
市
と
同
じ
タ
イ
ミ
ン
グ
で

や
っ
て
い
る
の
か
。

答
佐
々
木
福
祉
保
健
課
長 

特

定
健
診
の
ほ
か
に
が
ん
検
診

に
も
色
々
あ
る
が
、
５
歳
刻

み
の
ク
ー
ポ
ン
や
子
宮
頸
が

ん
検
診
は
20
歳
か
ら
実
施
し

て
い
る
。
事
業
は
八
戸
市
と

同
じ
で
あ
る
が
、
全
く
同
じ

で
あ
る
か
は
確
認
し
て
い
な

い
。

全
員
賛
成
で
認
定

た
だ
し
、
軽
自
動
車
税
だ
け

が
下
が
っ
て
い
る
が
、
そ
の

理
由
は
。

答
佐
々
木
税
務
課
長 

個
人

町
民
税
は
、
前
年
度
に
比
べ

農
業
が
１
・
35
倍
増
え
て
お

り
、
要
因
は
、
主
要
作
物
の

値
段
が
よ
か
っ
た
。
営
業
は

１
・
13
倍
の
増
加
。
分
離
所

得（
株
式
等
の
配
当
）も
増
と

な
り
、
徐
々
に
景
気
回
復
傾

向
に
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。
譲
渡
所
得
は
１
・
29
倍
。

　
法
人
町
民
税
は
、
ほ
ぼ
横

ば
い
。

　
固
定
資
産
税
は
、
新
し
い

家
屋
・
建
物
は
翌
年
度
課
税

標
準
額
が
ア
ッ
プ
に
な
る
。

　
た
ば
こ
税
は
、
平
成
25
年

４
月
１
日
か
ら
税
率
が
変
更

と
な
り
、
町
の
取
り
分
が
増

え
た
。
ま
た
、
本
数
で
30
万

本
強
増
え
た
。

※

町
の
増
額
は
千
本
当
た
り

６
４
４
円（
旧
３
級
品
は

３
０
５
円
）。

　
軽
自
動
車
税
は
、
廃
車
や

所
有
権
移
動
な
ど
で
た
ま
た

ま
減
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。

問
三
浦（
專
）委
員 

負
担
金

に
収
入
未
済
額
が
あ
る
が
内

訳
は
。

答
小
村
農
林
課
長 

五
戸
台

地
土
地
改
良
事
業
費
負
担
金

は
、
滞
納
繰
越
分
13
人
・
１

１
０
６
万
８
８
８
７
円
。

答
佐
々
木
福
祉
保
健
課
長 

保

育
所
入
所
児
童
保
護
者
負
担

金
は
、
25
年
度
分
11
人
・
42

万
３
２
０
０
円
、
滞
納
繰
越

分
28
人
・
１
０
８
万
４
３
２

０
円
。

答
畑
山
教
育
課
長 

給
食
費

保
護
者
負
担
金
は
、
滞
納
繰

越
分
25
人
・
１
９
６
万
７
６

８
１
円
。

問
三
浦（
俊
）委
員 

空
き
家

情
報
抽
出
・
転
記
作
業
業
務

委
託
の
内
容
は
。

ま
た
、
そ
の
結
果
は
。

答
倉
橋
総
務
課
長 

五
戸
町

の
空
き
家
実
態
調
査
の
基
礎

資
料
と
す
る
た
め
、
株
式
会

社
ゼ
ン
リ
ン
に
住
宅
地
図
調

査
員
の
判
断
に
よ
る
空
き
家

情
報
を
住
宅
地
図
帳
に
転
記

す
る
作
業
を
委
託
し
た
。

空
き
家
件
数
は
１
９
４
件
。

問
髙
山
委
員 

青
年
就
農
給

付
金（
経
営
開
始
型
）１
２
０

０
万
円
の
内
容
は
。

答
小
村
農
林
課
長 

夫
婦
２

組
と
個
人
５
人
に
給
付
。

問
若
宮
委
員 

２
月
の
大
雪

時
に
道
路
が
混
乱
し
た
が
、

町
で
主
要
路
線（
国
道
・
県

道
・
町
道
）を
除
雪
し
、
後

日
、
国
や
県
と
除
雪
費
を
精

算
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の

か
。

答
山
下
建
設
課
長 

国
道
・

県
道
・
町
道
の
重
複
部
分
の

除
雪
は
申
し
合
わ
せ
事
項
が

あ
る
が
、
町
道
の
除
雪
だ
け

で
も
い
っ
ぱ
い
で
あ
る
。

問
三
浦（
專
）委
員
　
給
食
賄

材
料
の
五
戸
産
の
品
目
と
何

％
位
占
め
て
い
る
の
か
。

答
畑
山
教
育
課
長 

米
、
野

菜
な
ど
を
利
用
し
て
い
る
。

賄
材
料
費
７
３
１
６
万
円
の

う
ち
地
産
地
消
と
し
て
約
１

５
０
万
円
の
予
算
が
あ
る
。

※

25
年
度
実
績
の
う
ち
、
五

戸
町
産
の
食
材
で
７
６

０
万
円
と
青
森
県
産
の

食
材
で
２
７
１
３
万
円
、

合
計
３
４
７
９
万
円
分

を
支
出
し
て
い
る
。

一
般
会
計

不
納
欠
損
額
の
内
訳
は

町
税
増
額
の
理
由
は

収
入
未
済
額
の
内
訳
は

青
年
就
農
給
付
金
の
内
容
は

除
雪
方
法
の
見
直
し
を

給
食
に
五
戸
産
の
も
の
を

空
き
家
対
策
業
務

委
託
の
結
果
は

五
戸
小
学
校
の
近
く
に

学
校
プ
ー
ル
を

学
校
給
食
用
パ
ン
箱

支
援
シ
ス
テ
ム
の
説
明
を

他
会
計
補
助
金
の
説
明
を

接

　遇

　対

　策

　は

他
施
設
と
の
連
携
は

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
の
状
況
は

公
債
費
利
子
の
利
率
は

後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計

決
算
特
別
委
員
会
の

審
査
結
果

病
院
事
業
会
計

決算特別委員会の主な質疑
決算特別委員会は、議員全員で構成しています。
委員会での一部を要約して掲載しています。

件数 金　　額

376件個人町民税

不納欠損

6,002,917円

２件法人町民税 115,000円

743件固定資産税 7,985,670円

166件軽自動車税 631,000円



ごのへ議会だより 第13号 ⑥

健全化判断比率・議案等の審議議案等の審議

⑦ ごのへ議会だより 第13号

●
一
般
会
計
補
正
予
算（
第

２
号
）

・
予
算
総
額

　
92
億
４
２
８
０
万
３
千
円

・
補
正
額

　
３
億
１
３
２
６
万
増
額

主
な
増
額

・
病
院
事
業
会
計
負
担
金

　
２
億
１
９
２
７
万
６
千
円

・
商
店
街
ま
ち
づ
く
り
補
助
金

　
　
　
　
　
１
２
４
８
万
円

　 

若
宮
議
員

　
　
消
防
費
の
第
７
分
団
消

防
屯
所
改
修
工
事
費
８
７

０
万
円
の
説
明
を
お
願
い

す
る
。

 

倉
橋
総
務
課
長

　
　
第
７
分
団
消
防
屯
所
の

台
所
側
の
基
礎
が
用
水
路

側
に
傾
い
て
お
り
、
基
礎

工
事
・
内
装
改
修
・
給
排

水
の
改
修
を
行
う
も
の
。

●
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
補
正
予
算（
第
１
号
）

・
予
算
総
額

　
４
億
４
０
６
９
万
６
千
円

・
補
正
額

　
　
１
２
９
万
６
千
円
増
額

主
な
増
額

・
後
期
高
齢
者
医
療
支
援
シ

ス
テ
ム
改
修
業
務
委
託
料

　
　
　
　
１
２
９
万
６
千
円

●
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
１
号
）

・
予
算
総
額

　
25
億
６
１
０
１
万
５
千
円

・
補
正
額

　
１
０
８
９
万
９
千
円
増
額

主
な
増
額

・
国
保
給
付
・
資
格
シ
ス
テ

ム
改
修
業
務
委
託
料

　
　
　
１
０
５
８
万
６
千
円

・
療
養
給
付
費
交
付
金
返
還
金

　
　
　
　
７
３
４
万
５
千
円

●
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
１
号
）

・
予
算
総
額

　
２
億
１
８
６
４
万
８
千
円

・
補
正
額

　
３
２
４
万
円
増
額

主
な
増
額

・
介
護
保
険
シ
ス
テ
ム
改
修

業
務
委
託
料

　
　
　
　
　
　
３
２
４
万
円

●
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算（
第
１
号
）

・
予
算
総
額

　
４
億
７
１
５
０
万
６
千
円

・
補
正
額

　
　
　
　
56
万
６
千
円
増
額

●
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

・
予
算
総
額

　
１
億
５
６
３
７
万
４
千
円

・
補
正
額

　
　
５
８
０
万
７
千
円
増
額

主
な
増
額

・
最
適
整
備
構
想
策
定
業
務

委
託
料

　
　
　
　
　
　
５
１
０
万
円

●
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
１
号
）

・
予
算
総
額

　
１
億
６
８
６
万
６
千
円

・
補
正
額

　
　
　
　
36
万
２
千
円
増
額

●
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

・
収
益
的
収
入

　
28
億
４
５
０
８
万
３
千
円

・
収
益
的
支
出

　
30
億
７
３
３
３
万
９
千
円

主
な
内
容

・
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金

　
２
億
１
７
６
４
万
円
増
額

・
資
本
的
収
入

　
２
億
３
７
５
４
万
５
千
円

・
資
本
的
支
出

　
４
億
３
４
５
９
万
円

主
な
内
容

・
企
業
債
（
借
金
）

　
１
０
９
０
万
円
増
額

・
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金

　（
出
資
金
）

１
６
３
万
６
千
円
増
額

全
員
賛
成
で
可
決

●
五
戸
町
中
心
商
店
街
に
お

け
る
電
線
地
中
化
に
関
す

る
請
願
書

・
経
済
常
任
委
員
会
へ
付
託

採
択
す
べ
き

●
軽
度
外
傷
性
脳
損
傷
の
周

知
、
及
び
労
災
認
定
基
準

の
改
正
な
ど
を
求
め
る
陳
情

・
民
生
常
任
委
員
会
へ
付
託

採
択
す
べ
き

○
６
月
定
例
会
で
総
務
常
任

委
員
会
へ
付
託
さ
れ
て

い
た
陳
情

●
垂
直
離
着
陸
機
Ｍ
Ｖ
22

オ
ス
プ
レ
イ
の
配
備
撤
回
、

低
空
飛
行
禁
止
を
求
め
る

陳
情
書

不
採
択

 

●
平
成
25
年
度
青
森
県
新
産

業
都
市
建
設
事
業
団
の
決
算

●
継
続
費
精
算
報
告

・
五
戸
小
学
校
改
築
事
業

完
了
総
額

　
22
億
２
９
６
０
万
２
５
５
０
円

●
平
成
25
年
度
決
算
に
基
づ

く
財
政
の
健
全
化
判
断
比
率

●
平
成
25
年
度
公
営
企
業
決

算
に
基
づ
く
経
営
の
資
金
不

足
比
率

報
告
に
審
議
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

◎
大
久
保
　
與
一
　
氏

（
65
歳
）

五
戸
町
大
字
切
谷
内
字
大
森

主
な
職
歴

・
五
戸
町
職
員

　
　
地
域
振
興
課
長

　
　
企
画
振
興
課

　
　
ま
ち
づ
く
り
推
進
室
長

意
見
書
の
提
出
　
１
件

●
軽
度
外
傷
性
脳
損
傷
に
関

わ
る
周
知
及
び
労
災
認
定

基
準
の
改
正
な
ど
を
要
請

す
る
意
見
書

全
員
賛
成
で
可
決

条
例
の
制
定
　
３
件

●
五
戸
町
特
定
教
育
・
保
育

施
設
及
び
特
定
地
域
型
保

育
事
業
の
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例

●
五
戸
町
家
庭
的
保
育
事
業

等
の
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

●
五
戸
町
放
課
後
児
童
健
全

育
成
事
業
の
設
備
及
び
運

営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例

・
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法

の
制
定
に
よ
り
、
町
で
必

要
な
基
準
等
を
定
め
る
も

の
。

全
員
賛
成
で
可
決

　
　
総
務
課
長

・
農
業

・
人
権
擁
護
委
員（
１
期
）

全
員
賛
成
で
同
意

●
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

の
選
任

◎
石
ケ
森
　
幹
雄
　
氏（66

歳
）

五
戸
町
大
字
扇
田
字
家
ノ
表

主
な
職
歴

・
五
戸
町
消
防
団
分
団
長

・
民
生
委
員

・
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　（
６
期
）

全
員
賛
成
で
同
意

●
五
戸
小
学
校
外
構
工
事

・
変
更
後
契
約
額（
税
込
）

　
８
４
０
９
万
６
３
６
０
円

　
３
７
０
万
７
６
４
０
円
減
額

●
倉
石
地
区
防
災
行
政
無
線

同
報
系
デ
ジ
タ
ル
化
更
新

工
事

・
契
約
相
手
方

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
シ
ス
テ
ム

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ス
㈱
　

シ
ス
テ
ム
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
ズ
カ
ン
パ
ニ
ー
東
北
社

・
契
約
額
（
税
込
）

１
億
９
５
４
８
万
円

全
員
賛
成
で
可
決

請
願
　
１
件

議
会
提
出
案
件

工
事
請
負
契
約
の
一
部
変
更
　
１
件

工
事
請
負
契
約
の
締
結
　
１
件

町
長
提
出
案
件

陳
情
　
１
件

常
任
委
員
会
の
審
査
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

常
任
委
員
会
の
審
査
結
果

常
任
委
員
会
の
審
査
結
果

平成25年度決算に基づく財政の健全化判断比率の結果

五戸町は健全な財政状況です

①実質赤字比率
主に一般会計で
どれくらいの赤
字があるか ％

五戸町

早期健全化基準

財政再生基準

※赤字がない場合、比率が算定されないため「―」を記載。

早期健全化基準の基準値を超えた場合、財政健全化団体として自主的・計画的な財政の健全化が求められる。
また、さらに悪化すると財政再生基準で審査される。
①②　すべての会計で赤字はありませんでした。
③　前年度に比べ1．9ポイント減少。平成20年度の24.6％をピークに年々減少しています。
④　前年度に比べ15．0ポイント減少。

―

14.26以上

20.00以上

―

19.26以上

30.00以上

16.1

25.0以上

35.0以上

66.3

350.0以上

②連結実質赤字比率
町全体（一般会
計、特別会計、
病院事業会計）
でどれくらいの
赤字があるか
 ％

③実質公債比率
借金の返済にど
れくらい支払っ
ているか ％
（３カ年平均）

④将来負担比率
将来一般会計か
ら負担されると
想定される金額
がどれくらい見
込まれるか

質答 補
正
予
算
　
８
件

質
　
疑

報
告
　
４
件

人
事
　
２
件

お
お
く
ぼ

よ
い
ち

い
し
が
も
り

み
き
お

病
院
事
業
会
計
に

　
　
　
２
億
１
９
２
７
万
６
千
円
を
繰
入

継
続
審
査
の
結
果



ごのへ議会だより 第13号 ⑥

健全化判断比率・議案等の審議議案等の審議

⑦ ごのへ議会だより 第13号

●
一
般
会
計
補
正
予
算（
第

２
号
）

・
予
算
総
額

　
92
億
４
２
８
０
万
３
千
円

・
補
正
額

　
３
億
１
３
２
６
万
増
額

主
な
増
額

・
病
院
事
業
会
計
負
担
金

　
２
億
１
９
２
７
万
６
千
円

・
商
店
街
ま
ち
づ
く
り
補
助
金

　
　
　
　
　
１
２
４
８
万
円

　 

若
宮
議
員

　
　
消
防
費
の
第
７
分
団
消

防
屯
所
改
修
工
事
費
８
７

０
万
円
の
説
明
を
お
願
い

す
る
。

 

倉
橋
総
務
課
長

　
　
第
７
分
団
消
防
屯
所
の

台
所
側
の
基
礎
が
用
水
路

側
に
傾
い
て
お
り
、
基
礎

工
事
・
内
装
改
修
・
給
排

水
の
改
修
を
行
う
も
の
。

●
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
補
正
予
算（
第
１
号
）

・
予
算
総
額

　
４
億
４
０
６
９
万
６
千
円

・
補
正
額

　
　
１
２
９
万
６
千
円
増
額

主
な
増
額

・
後
期
高
齢
者
医
療
支
援
シ

ス
テ
ム
改
修
業
務
委
託
料

　
　
　
　
１
２
９
万
６
千
円

●
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
１
号
）

・
予
算
総
額

　
25
億
６
１
０
１
万
５
千
円

・
補
正
額

　
１
０
８
９
万
９
千
円
増
額

主
な
増
額

・
国
保
給
付
・
資
格
シ
ス
テ

ム
改
修
業
務
委
託
料

　
　
　
１
０
５
８
万
６
千
円

・
療
養
給
付
費
交
付
金
返
還
金

　
　
　
　
７
３
４
万
５
千
円

●
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
１
号
）

・
予
算
総
額

　
２
億
１
８
６
４
万
８
千
円

・
補
正
額

　
３
２
４
万
円
増
額

主
な
増
額

・
介
護
保
険
シ
ス
テ
ム
改
修

業
務
委
託
料

　
　
　
　
　
　
３
２
４
万
円

●
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算（
第
１
号
）

・
予
算
総
額

　
４
億
７
１
５
０
万
６
千
円

・
補
正
額

　
　
　
　
56
万
６
千
円
増
額

●
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

・
予
算
総
額

　
１
億
５
６
３
７
万
４
千
円

・
補
正
額

　
　
５
８
０
万
７
千
円
増
額

主
な
増
額

・
最
適
整
備
構
想
策
定
業
務

委
託
料

　
　
　
　
　
　
５
１
０
万
円

●
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
１
号
）

・
予
算
総
額

　
１
億
６
８
６
万
６
千
円

・
補
正
額

　
　
　
　
36
万
２
千
円
増
額

●
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

・
収
益
的
収
入

　
28
億
４
５
０
８
万
３
千
円

・
収
益
的
支
出

　
30
億
７
３
３
３
万
９
千
円

主
な
内
容

・
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金

　
２
億
１
７
６
４
万
円
増
額

・
資
本
的
収
入

　
２
億
３
７
５
４
万
５
千
円

・
資
本
的
支
出

　
４
億
３
４
５
９
万
円

主
な
内
容

・
企
業
債
（
借
金
）

　
１
０
９
０
万
円
増
額

・
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金

　（
出
資
金
）

１
６
３
万
６
千
円
増
額

全
員
賛
成
で
可
決

●
五
戸
町
中
心
商
店
街
に
お

け
る
電
線
地
中
化
に
関
す

る
請
願
書

・
経
済
常
任
委
員
会
へ
付
託

採
択
す
べ
き

●
軽
度
外
傷
性
脳
損
傷
の
周

知
、
及
び
労
災
認
定
基
準

の
改
正
な
ど
を
求
め
る
陳
情

・
民
生
常
任
委
員
会
へ
付
託

採
択
す
べ
き

○
６
月
定
例
会
で
総
務
常
任

委
員
会
へ
付
託
さ
れ
て

い
た
陳
情

●
垂
直
離
着
陸
機
Ｍ
Ｖ
22

オ
ス
プ
レ
イ
の
配
備
撤
回
、

低
空
飛
行
禁
止
を
求
め
る

陳
情
書

不
採
択

 

●
平
成
25
年
度
青
森
県
新
産

業
都
市
建
設
事
業
団
の
決
算

●
継
続
費
精
算
報
告

・
五
戸
小
学
校
改
築
事
業

完
了
総
額

　
22
億
２
９
６
０
万
２
５
５
０
円

●
平
成
25
年
度
決
算
に
基
づ

く
財
政
の
健
全
化
判
断
比
率

●
平
成
25
年
度
公
営
企
業
決

算
に
基
づ
く
経
営
の
資
金
不

足
比
率

報
告
に
審
議
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

◎
大
久
保
　
與
一
　
氏

（
65
歳
）

五
戸
町
大
字
切
谷
内
字
大
森

主
な
職
歴

・
五
戸
町
職
員

　
　
地
域
振
興
課
長

　
　
企
画
振
興
課

　
　
ま
ち
づ
く
り
推
進
室
長

意
見
書
の
提
出
　
１
件

●
軽
度
外
傷
性
脳
損
傷
に
関

わ
る
周
知
及
び
労
災
認
定

基
準
の
改
正
な
ど
を
要
請

す
る
意
見
書

全
員
賛
成
で
可
決

条
例
の
制
定
　
３
件

●
五
戸
町
特
定
教
育
・
保
育

施
設
及
び
特
定
地
域
型
保

育
事
業
の
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例

●
五
戸
町
家
庭
的
保
育
事
業

等
の
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

●
五
戸
町
放
課
後
児
童
健
全

育
成
事
業
の
設
備
及
び
運

営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例

・
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法

の
制
定
に
よ
り
、
町
で
必

要
な
基
準
等
を
定
め
る
も

の
。

全
員
賛
成
で
可
決

　
　
総
務
課
長

・
農
業

・
人
権
擁
護
委
員（
１
期
）

全
員
賛
成
で
同
意

●
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

の
選
任

◎
石
ケ
森
　
幹
雄
　
氏（66

歳
）

五
戸
町
大
字
扇
田
字
家
ノ
表

主
な
職
歴

・
五
戸
町
消
防
団
分
団
長

・
民
生
委
員

・
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　（
６
期
）

全
員
賛
成
で
同
意

●
五
戸
小
学
校
外
構
工
事

・
変
更
後
契
約
額（
税
込
）

　
８
４
０
９
万
６
３
６
０
円

　
３
７
０
万
７
６
４
０
円
減
額

●
倉
石
地
区
防
災
行
政
無
線

同
報
系
デ
ジ
タ
ル
化
更
新

工
事

・
契
約
相
手
方

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
シ
ス
テ
ム

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ス
㈱
　

シ
ス
テ
ム
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
ズ
カ
ン
パ
ニ
ー
東
北
社

・
契
約
額
（
税
込
）

１
億
９
５
４
８
万
円

全
員
賛
成
で
可
決

請
願
　
１
件

議
会
提
出
案
件

工
事
請
負
契
約
の
一
部
変
更
　
１
件

工
事
請
負
契
約
の
締
結
　
１
件

町
長
提
出
案
件

陳
情
　
１
件

常
任
委
員
会
の
審
査
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

常
任
委
員
会
の
審
査
結
果

常
任
委
員
会
の
審
査
結
果

平成25年度決算に基づく財政の健全化判断比率の結果

五戸町は健全な財政状況です

①実質赤字比率
主に一般会計で
どれくらいの赤
字があるか ％

五戸町

早期健全化基準

財政再生基準

※赤字がない場合、比率が算定されないため「―」を記載。

早期健全化基準の基準値を超えた場合、財政健全化団体として自主的・計画的な財政の健全化が求められる。
また、さらに悪化すると財政再生基準で審査される。
①②　すべての会計で赤字はありませんでした。
③　前年度に比べ1．9ポイント減少。平成20年度の24.6％をピークに年々減少しています。
④　前年度に比べ15．0ポイント減少。

―

14.26以上

20.00以上

―

19.26以上

30.00以上

16.1

25.0以上

35.0以上

66.3

350.0以上

②連結実質赤字比率
町全体（一般会
計、特別会計、
病院事業会計）
でどれくらいの
赤字があるか
 ％

③実質公債比率
借金の返済にど
れくらい支払っ
ているか ％
（３カ年平均）

④将来負担比率
将来一般会計か
ら負担されると
想定される金額
がどれくらい見
込まれるか

質答 補
正
予
算
　
８
件

質
　
疑

報
告
　
４
件

人
事
　
２
件

お
お
く
ぼ

よ
い
ち

い
し
が
も
り

み
き
お

病
院
事
業
会
計
に

　
　
　
２
億
１
９
２
７
万
６
千
円
を
繰
入

継
続
審
査
の
結
果



⑨ ごのへ議会だより 第13号 ごのへ議会だより 第13号 ⑧

　
６
月
の
一
般
質
問
の
時
点

で
は
、
真
に
入
所
が
必
要
と

思
わ
れ
る
45
人
の
特
養
待
機

者
の
う
ち
「
素
心
苑
」
に
８

人
の
申
込
み
が
あ
っ
た
と
の

こ
と
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後

入
所
者
が
増
え
て
い
る
の
か
。

　
な
お
、
入
所
で
き
な
か
っ

た
、
あ
る
い
は
、
事
情
に
よ

り
申
込
み
を
し
な
か
っ
た
人

は
現
在
在
宅
な
の
か
、
ま
た

は
、
既
に
他
の
施
設
に
入
所

し
て
い
る
の
か
。
そ
の
実
態

と
併
せ
て
現
在
特
養
申
込
者

は
何
人
い
る
の
か
。

　
現
在
、
真
に
入
所
が
必
要

な
37
人
の
う
ち
１
人
の
申
込

み
を
受
け
て
い
る
が
、
満
床

の
た
め
待
機
と
な
っ
て
い

る
。

　
ま
た
、「
素
心
苑
」に
申
込

み
し
な
か
っ
た
37
人
の
う
ち

８
人
は
他
の
特
養
に
入
所
さ

れ
た
が
、
残
り
29
人
は
有
料

老
人
ホ
ー
ム
や
居
宅
で
待
機

の
状
況
。

　
な
お
、
地
域
密
着
型
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
待
機
者

は
、「
ひ
だ
ま
り
」64
人
、「
素

心
苑
」41
人
の
合
計
１
０
５

人
で
あ
る
が
、
両
方
に
申
込

み
を
し
て
い
る
人
が
32
人
い

る
の
で
、
実
際
は
73
人
が
待

機
と
な
っ
て
い
る
。

　
特
養
待
機
者
解
消
の
一
環

と
し
て
、
国
で
は
平
成
27
年

度
か
ら
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
の
新
規
入
所
者
を
原
則
要

介
護
度
３
以
上
と
し
、
中
重

度
の
要
介
護
高
齢
者
を
支
え

る
施
設
と
し
て
の
機
能
に

重
点
化
を
図
る
と
し
て
い
る

が
、「
ひ
だ
ま
り
」
と
「
素
心

苑
」の
入
所
者
そ
れ
ぞ
れ
の

介
護
度
別
の
内
訳
は
。

　
「
ひ
だ
ま
り
」
は
、
要
介

護
度
１
が
０
人
、
２
が
４
人
、

３
が
４
人
、
４
が
10
人
、
５

が
11
人
で
平
均
介
護
度
は

４
・
０
。

　
「
素
心
苑
」
は
要
介
護
度

１
が
２
人
、
２
が
３
人
、
３

が
６
人
、
４
が
６
人
、
５
が

12
人
で
平
均
介
護
度
は
３
・

８
と
な
っ
て
い
る
。

 

　
仮
に
第
６
期
介
護
保
険
事

業
計
画
に
地
域
密
着
型
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
を
１
つ
増

や
す
と
な
れ
ば
、
介
護
保
険

料
の
基
準
額
は
ど
の
程
度
に

な
る
の
か
。

　
大
ま
か
な
数
値
で
は
あ
る

が
、
介
護
保
険
料
基
準
額
は

月
額
で
約
２
０
０
円
程
度
、

年
額
で
は
２
４
０
０
円
程
度

が
必
要
と
見
込
ま
れ
る
。

　①
五
戸
町
の
教
育
委
員
は
、

本
年
度
学
力
日
本
一
の
秋
田

県
東
成
瀬
村
を
視
察
し
た

が
、
町
の
教
育
に
生
か
す
点

は
何
か
。

②
旧
豊
間
内
小
学
校
校
舎
を

町
の
史
料
館
に
す
る
予
定
だ

が
、
世
界
で
初
め
て
の
水
族

館
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
中
村
元

氏
の
意
見
を
求
め
て
は
ど
う

か
。

　①
家
庭
学
習
の
時
間
や
内
容

が
充
実
し
て
い
る
こ
と
、
基

本
的
生
活
習
慣
が
き
ち
ん
と

し
て
い
る
点
が
五
戸
町
の
教

育
と
違
う
。

　
今
後
、
家
庭
学
習
の
習
慣

を
身
に
つ
け
さ
せ
る
こ
と
、

基
本
的
生
活
習
慣
の
育
成
を

充
実
さ
せ
る
こ
と
、
わ
か
る

授
業
の
充
実
を
図
る
こ
と
を

推
進
し
て
い
き
た
い
。

②
中
村
元
氏
に
つ
い
て
は
、

機
会
を
設
け
ら
れ
る
の
で
あ

れ
ば
、
意
見
を
伺
う
よ
う
な

こ
と
も
検
討
し
た
い
。

　
教
育
委
員
長
の
視
察
の
感

想
は
。

　
２
つ
の
点
で
カ
ル
チ
ャ
ー

シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
。

①
生
徒
が
解
か
る
ま
で
、
教

師
術
を
総
動
員
し
て
教
え
き

る
と
い
う
先
生
方
の
姿
勢
。

②
村
が
塾
を
開
講
し
て
い
る

よ
う
に
、
子
供
た
ち
か
ら
要

望
が
あ
れ
ば
、
可
能
な
限
り

応
え
て
や
る
と
い
う
姿
勢
。

　
家
庭
学
習
は
教
育
長
の
実

績
が
示
す
と
お
り
で
言
う
こ

と
は
な
い
が
、
教
育
委
員
長

が
感
じ
た
と
お
り
、
生
徒
が

自
分
の
意
見
を
堂
々
と
言
え

る
教
育
を
し
て
い
く
べ
き
。

　　
頑
張
っ
て
ま
い
り
た
い
。

　
日
本
創
成
会
議
に
よ
る
と
、

五
戸
町
は
消
滅
可
能
性
都
市

に
該
当
す
る
が
、
町
長
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
現
在
、
八
戸
圏
域
定
住
自

立
圏
の
取
り
組
み
を
活
用
し

て
い
る
が
、
平
成
28
年
度
か

ら
八
戸
市
を
中
心
と
し
た
地

方
中
枢
拠
点
都
市
計
画
が
始

ま
る
の
で
、
そ
の
中
で
検
討

し
て
い
き
た
い
。

 

　
短
命
県
返
上
の
た
め
に
、

出
汁
を
使
っ
た
料
理
・
ば
お

る
く
ん
の
グ
ッ
ズ
作
り
・
日

本
一
高
い
米
の
作
り
方
な
ど

町
に
住
ん
で
い
る
人
が
も
っ

と
町
を
好
き
に
な
り
、
生
き

生
き
活
動
す
る
こ
と
を
考
え

て
い
く
べ
き
で
は
。

　
同
感
で
あ
る
。
現
在
進
め

て
い
る
総
合
振
興
計
画
の
中

に
、
そ
の
よ
う
な
政
策
を
盛

り
込
ん
で
、
町
民
が
生
涯
を

通
じ
て
健
康
で
生
活
で
き
る

環
境
を
目
指
す
。

 

　
五
戸
ま
つ
り
の
山
車
運
行

に
つ
い
て
、
以
下
の
点
を
実

行
委
員
会
で
考
え
て
い
た
だ

き
た
い
。

　
①
総
合
最
優
秀
賞
が
２
チ

ー
ム
あ
る
こ
と
②
町
長
賞
・

議
長
賞
・
商
工
会
長
賞
な
ど

色
々
な
賞
が
あ
っ
て
も
い
い

の
で
は
③
け
ん
か
太
鼓
の
運

行
の
ス
ム
ー
ズ
化
④
川
内
地

区
で
山
車
を
参
加
さ
せ
る
時

に
は
予
算
を
付
け
る
べ
き
。

　
安
全
運
行
を
第
一
に
、
工

夫
し
て
実
行
委
員
会
の
方
で

検
討
し
て
も
ら
い
た
い
。

　
川
内
地
区
か
ら
の
要
望
が

あ
れ
ば
、
実
行
委
員
会
で
協

議
す
る
こ
と
に
な
る
。

尾形　裕之 議員柏田　雅俊 議員

９
月
定
例
会
で
は
６
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
一
般
質
問
は
、
一
般
行
政
、
教
育
、
選
挙
、
農
地
行
政
な
ど
町
が
行
う
行
財
政
全
般
に
つ
い
て
質
問
で
き
ま
す
。

一般質問 一般質問

質

　問

質

　問

三
浦
町
長
答
弁

三
浦
町
長
答
弁

三
浦
町
長
答
弁

三
浦
町
長
答
弁

三
浦
町
長
答
弁

三
浦
町
長
答
弁

畑
山
教
育
課
長
答
弁

質

　問

質

　問

質

　問

質

　問

質

　問

質

　問

質

　問

髙
橋
教
育
長
答
弁

髙
村
教
育
委
員
長
答
弁

髙
橋
教
育
長
答
弁

地域密着型特別養護老人ホーム
「ひだまり」

地域密着型特別養護老人ホーム
「素心苑」

来年度の町長選に立候補するのか

町長　いずれ結論を出すが現在検討中

現在の特養申込者は何人か

町長　地域密着型特養待機者は73名

教
育
視
察
を
ど
う
活
か
す

教
育
長

　家
庭
学
習
と

　

  

基
本
的
生
活
習
慣
を
充
実

ど
う
す
る

消
滅
可
能
性
都
市

町
長

八
戸
市
を
中
心
に

　

 

広
域
圏
で
検
討

生
き
生
き
活
動

　

 

で
き
る
環
境
を

町
長

同
感
で
あ
る

五
戸
ま
つ
り
に

　
　
　
　

 

改
革
を

町
長

実
行
委
員
会
で

　
　

 

協
議
・
検
討

「
地
域
密
着
型
特
別
養
護

　
　 

老
人
ホ
ー
ム
」と
は

・
入
所
定
員
が
29
人
以
下

・
五
戸
町
の
住
民
だ
け
が

入
所
で
き
る

・
町
に
運
営
管
理
や
指
導

な
ど
を
行
う
権
限
が
あ

る
な
ど
の
要
件
が
あ
り
ま
す
。



⑨ ごのへ議会だより 第13号 ごのへ議会だより 第13号 ⑧

　
６
月
の
一
般
質
問
の
時
点

で
は
、
真
に
入
所
が
必
要
と

思
わ
れ
る
45
人
の
特
養
待
機

者
の
う
ち
「
素
心
苑
」
に
８

人
の
申
込
み
が
あ
っ
た
と
の

こ
と
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後

入
所
者
が
増
え
て
い
る
の
か
。

　
な
お
、
入
所
で
き
な
か
っ

た
、
あ
る
い
は
、
事
情
に
よ

り
申
込
み
を
し
な
か
っ
た
人

は
現
在
在
宅
な
の
か
、
ま
た

は
、
既
に
他
の
施
設
に
入
所

し
て
い
る
の
か
。
そ
の
実
態

と
併
せ
て
現
在
特
養
申
込
者

は
何
人
い
る
の
か
。

　
現
在
、
真
に
入
所
が
必
要

な
37
人
の
う
ち
１
人
の
申
込

み
を
受
け
て
い
る
が
、
満
床

の
た
め
待
機
と
な
っ
て
い

る
。

　
ま
た
、「
素
心
苑
」に
申
込

み
し
な
か
っ
た
37
人
の
う
ち

８
人
は
他
の
特
養
に
入
所
さ

れ
た
が
、
残
り
29
人
は
有
料

老
人
ホ
ー
ム
や
居
宅
で
待
機

の
状
況
。

　
な
お
、
地
域
密
着
型
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
待
機
者

は
、「
ひ
だ
ま
り
」64
人
、「
素

心
苑
」41
人
の
合
計
１
０
５

人
で
あ
る
が
、
両
方
に
申
込

み
を
し
て
い
る
人
が
32
人
い

る
の
で
、
実
際
は
73
人
が
待

機
と
な
っ
て
い
る
。

　
特
養
待
機
者
解
消
の
一
環

と
し
て
、
国
で
は
平
成
27
年

度
か
ら
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
の
新
規
入
所
者
を
原
則
要

介
護
度
３
以
上
と
し
、
中
重

度
の
要
介
護
高
齢
者
を
支
え

る
施
設
と
し
て
の
機
能
に

重
点
化
を
図
る
と
し
て
い
る

が
、「
ひ
だ
ま
り
」
と
「
素
心

苑
」の
入
所
者
そ
れ
ぞ
れ
の

介
護
度
別
の
内
訳
は
。

　
「
ひ
だ
ま
り
」
は
、
要
介

護
度
１
が
０
人
、
２
が
４
人
、

３
が
４
人
、
４
が
10
人
、
５

が
11
人
で
平
均
介
護
度
は

４
・
０
。

　
「
素
心
苑
」
は
要
介
護
度

１
が
２
人
、
２
が
３
人
、
３

が
６
人
、
４
が
６
人
、
５
が

12
人
で
平
均
介
護
度
は
３
・

８
と
な
っ
て
い
る
。

 

　
仮
に
第
６
期
介
護
保
険
事

業
計
画
に
地
域
密
着
型
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
を
１
つ
増

や
す
と
な
れ
ば
、
介
護
保
険

料
の
基
準
額
は
ど
の
程
度
に

な
る
の
か
。

　
大
ま
か
な
数
値
で
は
あ
る

が
、
介
護
保
険
料
基
準
額
は

月
額
で
約
２
０
０
円
程
度
、

年
額
で
は
２
４
０
０
円
程
度

が
必
要
と
見
込
ま
れ
る
。

　①
五
戸
町
の
教
育
委
員
は
、

本
年
度
学
力
日
本
一
の
秋
田

県
東
成
瀬
村
を
視
察
し
た

が
、
町
の
教
育
に
生
か
す
点

は
何
か
。

②
旧
豊
間
内
小
学
校
校
舎
を

町
の
史
料
館
に
す
る
予
定
だ

が
、
世
界
で
初
め
て
の
水
族

館
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
中
村
元

氏
の
意
見
を
求
め
て
は
ど
う

か
。

　①
家
庭
学
習
の
時
間
や
内
容

が
充
実
し
て
い
る
こ
と
、
基

本
的
生
活
習
慣
が
き
ち
ん
と

し
て
い
る
点
が
五
戸
町
の
教

育
と
違
う
。

　
今
後
、
家
庭
学
習
の
習
慣

を
身
に
つ
け
さ
せ
る
こ
と
、

基
本
的
生
活
習
慣
の
育
成
を

充
実
さ
せ
る
こ
と
、
わ
か
る

授
業
の
充
実
を
図
る
こ
と
を

推
進
し
て
い
き
た
い
。

②
中
村
元
氏
に
つ
い
て
は
、

機
会
を
設
け
ら
れ
る
の
で
あ

れ
ば
、
意
見
を
伺
う
よ
う
な

こ
と
も
検
討
し
た
い
。

　
教
育
委
員
長
の
視
察
の
感

想
は
。

　
２
つ
の
点
で
カ
ル
チ
ャ
ー

シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
。

①
生
徒
が
解
か
る
ま
で
、
教

師
術
を
総
動
員
し
て
教
え
き

る
と
い
う
先
生
方
の
姿
勢
。

②
村
が
塾
を
開
講
し
て
い
る

よ
う
に
、
子
供
た
ち
か
ら
要

望
が
あ
れ
ば
、
可
能
な
限
り

応
え
て
や
る
と
い
う
姿
勢
。

　
家
庭
学
習
は
教
育
長
の
実

績
が
示
す
と
お
り
で
言
う
こ

と
は
な
い
が
、
教
育
委
員
長

が
感
じ
た
と
お
り
、
生
徒
が

自
分
の
意
見
を
堂
々
と
言
え

る
教
育
を
し
て
い
く
べ
き
。

　　
頑
張
っ
て
ま
い
り
た
い
。

　
日
本
創
成
会
議
に
よ
る
と
、

五
戸
町
は
消
滅
可
能
性
都
市

に
該
当
す
る
が
、
町
長
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
現
在
、
八
戸
圏
域
定
住
自

立
圏
の
取
り
組
み
を
活
用
し

て
い
る
が
、
平
成
28
年
度
か

ら
八
戸
市
を
中
心
と
し
た
地

方
中
枢
拠
点
都
市
計
画
が
始

ま
る
の
で
、
そ
の
中
で
検
討

し
て
い
き
た
い
。

 

　
短
命
県
返
上
の
た
め
に
、

出
汁
を
使
っ
た
料
理
・
ば
お

る
く
ん
の
グ
ッ
ズ
作
り
・
日

本
一
高
い
米
の
作
り
方
な
ど

町
に
住
ん
で
い
る
人
が
も
っ

と
町
を
好
き
に
な
り
、
生
き

生
き
活
動
す
る
こ
と
を
考
え

て
い
く
べ
き
で
は
。

　
同
感
で
あ
る
。
現
在
進
め

て
い
る
総
合
振
興
計
画
の
中

に
、
そ
の
よ
う
な
政
策
を
盛

り
込
ん
で
、
町
民
が
生
涯
を

通
じ
て
健
康
で
生
活
で
き
る

環
境
を
目
指
す
。

 

　
五
戸
ま
つ
り
の
山
車
運
行

に
つ
い
て
、
以
下
の
点
を
実

行
委
員
会
で
考
え
て
い
た
だ

き
た
い
。

　
①
総
合
最
優
秀
賞
が
２
チ

ー
ム
あ
る
こ
と
②
町
長
賞
・

議
長
賞
・
商
工
会
長
賞
な
ど

色
々
な
賞
が
あ
っ
て
も
い
い

の
で
は
③
け
ん
か
太
鼓
の
運

行
の
ス
ム
ー
ズ
化
④
川
内
地

区
で
山
車
を
参
加
さ
せ
る
時

に
は
予
算
を
付
け
る
べ
き
。

　
安
全
運
行
を
第
一
に
、
工

夫
し
て
実
行
委
員
会
の
方
で

検
討
し
て
も
ら
い
た
い
。

　
川
内
地
区
か
ら
の
要
望
が

あ
れ
ば
、
実
行
委
員
会
で
協

議
す
る
こ
と
に
な
る
。

尾形　裕之 議員柏田　雅俊 議員

９
月
定
例
会
で
は
６
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
一
般
質
問
は
、
一
般
行
政
、
教
育
、
選
挙
、
農
地
行
政
な
ど
町
が
行
う
行
財
政
全
般
に
つ
い
て
質
問
で
き
ま
す
。

一般質問 一般質問

質

　問

質

　問

三
浦
町
長
答
弁

三
浦
町
長
答
弁

三
浦
町
長
答
弁

三
浦
町
長
答
弁

三
浦
町
長
答
弁

三
浦
町
長
答
弁

畑
山
教
育
課
長
答
弁

質

　問

質

　問

質

　問

質

　問

質

　問

質

　問

質

　問

髙
橋
教
育
長
答
弁

髙
村
教
育
委
員
長
答
弁

髙
橋
教
育
長
答
弁

地域密着型特別養護老人ホーム
「ひだまり」

地域密着型特別養護老人ホーム
「素心苑」

来年度の町長選に立候補するのか

町長　いずれ結論を出すが現在検討中

現在の特養申込者は何人か

町長　地域密着型特養待機者は73名

教
育
視
察
を
ど
う
活
か
す

教
育
長

　家
庭
学
習
と

　

  

基
本
的
生
活
習
慣
を
充
実

ど
う
す
る

消
滅
可
能
性
都
市

町
長

八
戸
市
を
中
心
に

　

 

広
域
圏
で
検
討

生
き
生
き
活
動

　

 

で
き
る
環
境
を

町
長

同
感
で
あ
る

五
戸
ま
つ
り
に

　
　
　
　

 

改
革
を

町
長

実
行
委
員
会
で

　
　

 

協
議
・
検
討

「
地
域
密
着
型
特
別
養
護

　
　 

老
人
ホ
ー
ム
」と
は

・
入
所
定
員
が
29
人
以
下

・
五
戸
町
の
住
民
だ
け
が

入
所
で
き
る

・
町
に
運
営
管
理
や
指
導

な
ど
を
行
う
権
限
が
あ

る
な
ど
の
要
件
が
あ
り
ま
す
。



⑪ ごのへ議会だより 第13号 ごのへ議会だより 第13号 ⑩

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
は

　「
都
会
を
離
れ
て
暮
ら

し
た
い
」「
地
域
お
こ
し
に

関
わ
り
た
い
」な
ど
を
考

え
て
い
る
都
市
部
の
人
材

を
地
域
社
会
の
新
た
な
担

い
手
と
し
て
受
け
入
れ
、

地
域
力
の
充
実
・
強
化
を

図
る
取
り
組
み
で
す
。

　
町
は
農
作
業
支
援
、
通

院
・
買
物
の
サ
ポ
ー
ト
、

地
場
産
品
の
開
発
・
販
売

な
ど
活
動
内
容
や
条
件
、

待
遇
な
ど
を
定
め
、
協
力

隊
の
募
集
を
し
ま
す
。

　
希
望
す
る
隊
員
に
は
町

が
委
嘱
を
し
、
住
民
票
の

移
動
を
し
て
生
活
・
活
動

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
期
間
は
、
概
ね
１
年
以

上
最
長
３
年
で
、
こ
の
間

は
、
国
か
ら
隊
員
一
人
に

つ
き
最
高
４
０
０
万
円
の

支
給
が
あ
り
ま
す
。

　
町
の
活
性
化
に
は「
若
者
」

「
よ
そ
者
」「
ば
か
者
」
が
必

要
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
。
そ

れ
に
は
移
住
者
の
誘
致
が
大

変
重
要
で
あ
る
。

　
ま
た
、
Ｕ
タ
ー
ン
に
つ
い

て
は
、
若
者
だ
け
で
な
く
、

仕
事
を
リ
タ
イ
ヤ
し
た
方
々

へ
の
働
き
か
け
も
大
切
だ
と

思
う
。
60
歳
で
も
立
派
な
戦

力
で
す
。

　
町
で
は
こ
れ
ら
に
つ
い
て

の
取
り
組
み
は
な
さ
れ
て
い

る
の
か
。

　
ま
た
、
今
後
に
つ
い
て
の

方
針
は
。

　
移
住
者
誘
致
へ
の
取
り
組

み
と
し
て
は
、
首
都
圏
の

方
々
が
移
住
者
情
報
と
し
て

利
用
し
て
い
る
有
楽
町
の

「
青
森
暮
ら
し
サ
ポ
ー
タ
ー
」

の
活
用
の
ほ
か
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
受
け
入
れ
及
び
集

落
支
援
員
設
置
予
定
の
自
治

体
職
員
向
け
研
修
会
に
職
員

を
派
遣
し
勉
強
さ
せ
て
お

り
、「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」

等
の
制
度
を
活
用
し
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

　
ま
た
、「
ふ
る
さ
と
納
税
」

を
通
じ
、
将
来
の
移
住
候
補

地
と
し
て
の
き
め
細
か
い
情

報
発
信
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

　
総
合
病
院
で
は
長
年
医
師

不
足
で
医
師
確
保
に
大
変
苦

労
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
医

師
を
自
前
で
養
成
し
て
は
ど

う
か
。

　
費
用
の
問
題
で
医
学
部
進

学
を
断
念
し
て
い
る
生
徒
に

対
し
、
入
学
金
・
授
業
料
等

に
手
厚
い
特
別
奨
励
金
を
支

給
し
て
は
ど
う
か
。

　
一
人
前
の
医
師
に
な
る
に

は
数
千
万
円
の
費
用
と
10
年

も
の
年
月
を
必
要
と
す
る

が
、
今
始
め
な
け
れ
ば
い
つ

ま
で
た
っ
て
も
現
状
は
改
善

さ
れ
な
い
。

　
青
森
県
内
で
医
師
確
保
対

策
と
し
て
医
学
生
に
対
す
る

奨
学
金
を
実
施
し
て
い
る
自

治
体
病
院
は
６
カ
所
あ
る
。

　
五
戸
総
合
病
院
は
医
師
不

足
の
状
態
で
あ
り
、
10
年

後
、
20
年
後
を
見
据
え
て
医

師
を
養
成
し
、
地
元
に
貢
献

し
た
い
と
思
う
医
師
を
確
保

す
る
た
め
、
制
度
の
制
定
に

向
け
て
前
向
き
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

①
町
長
は
今
ま
で
人
口
減
少

に
ど
の
よ
う
な
施
策
を
行
い
、

そ
の
結
果
は
。

②
企
業
誘
致
な
ど
働
く
場
所

の
対
策
は
。

③
五
戸
町
で
の
大
き
な
職
場

で
あ
る
役
場
、
そ
の
職
員
採

用
方
法
を
見
直
す
つ
も
り
は

な
い
の
か
。

①
人
口
減
少
対
策
と
し
て
、

ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
推
進
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
と
低
保
育
料
推
進
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
。

　
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
推
進
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
、
上
市
川
地
区

に
48
区
画
の
住
宅
地
を
造
成

し
、
25
年
度
末
で
34
区
画
を

販
売
し
た
。

　
若
年
世
代
が
多
く
入
居
し

た
効
果
に
よ
り
、
児
童
数
増

加
、
固
定
資
産
税
や
住
民
税

の
増
収
に
も
寄
与
し
て
い
る
。

　
低
保
育
料
推
進
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
、
平
成
19
年
度
か
ら

保
育
料
を
国
の
基
準
額
か
ら

半
額
程
度
に
引
き
下
げ
し
て

い
る
。

　
こ
の
結
果
、
子
供
の
人
口

減
少
は
続
い
て
い
る
が
、
入

所
児
童
数
は
横
ば
い
か
ら
や

や
増
加
傾
向
に
あ
り
、
保
育

料
の
半
額
化
は
今
後
も
継
続

し
て
い
き
た
い
。

②
雇
用
の
場
の
確
保
の
対
策

と
し
て
、
五
戸
町
企
業
立
地

推
進
条
例
の
制
定
の
施
策
を

行
い
、
企
業
進
出
時
に
お
け

る
他
自
治
体
と
の
差
別
化
を

図
っ
て
い
る
。

③
職
員
採
用
は
上
級
職
員
に

重
点
が
置
か
れ
て
い
る
状
況

に
あ
る
が
、
近
年
、
上
級
土

木
職
員
の
募
集
を
し
て
も
応

募
者
が
い
な
い
状
況
に
も
あ

り
、
今
後
、
初
級
で
の
募
集

も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
ま
た
、
地
元
枠
と
し
て
住

所
要
件
を
設
け
る
こ
と
は
、

受
験
資
格
を
有
す
る
全
て
の

者
に
対
し
て
平
等
、
公
平
の

条
件
を
損
な
う
こ
と
か
ら
、

そ
の
よ
う
な
条
件
を
設
け
る

こ
と
は
で
き
な
い
。

　
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
お

り
、
独
居
老
人
も
増
え
て
お

り
、
見
守
る
シ
ス
テ
ム
も
必

要
で
は
な
い
の
か
。

　
ま
た
、
空
き
家
も
増
え
て

お
り
、
そ
の
対
策
は
ど
う
す

る
の
か
。

　
町
で
は
地
域
支
援
事
業
を

活
用
し
、
ひ
と
り
暮
ら
し
高

齢
者
や
高
齢
者
だ
け
の
世
帯

を
対
象
に
、
自
宅
訪
問
に
よ

る
生
活
状
況
把
握
の
ほ
か
、

五
戸
町
社
会
福
祉
協
議
会
に

委
託
し
て
、
ほ
の
ぼ
の
交
流

事
業
に
よ
る
近
所
の
住
民
同

士
で
の
見
守
り
、
緊
急
通
報

体
制
等
整
備
事
業
に
よ
る
福

祉
安
心
電
話
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
、
日
常
生
活
に
不
安
の

あ
る
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢

者
等
に
、
ボ
タ
ン
１
つ
で
操

作
が
で
き
る
緊
急
通
報
装
置

を
給
付
し
、
急
病
や
災
害
等

の
緊
急
時
に
、
迅
速
か
つ
適

切
に
対
応
し
て
い
る
。

　
空
き
家
対
策
は
、
早
期
に

管
理
条
例
策
定
が
求
め
ら
れ

て
い
る
が
、
ま
だ
未
策
定
と

な
っ
て
い
る
。

　
国
の
動
向
を
見
据
え
な
が

ら
、
今
年
度
中
の
条
例
策
定

に
向
け
て
進
め
て
い
き
た
い
。
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地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
は

　「
都
会
を
離
れ
て
暮
ら

し
た
い
」「
地
域
お
こ
し
に

関
わ
り
た
い
」な
ど
を
考

え
て
い
る
都
市
部
の
人
材

を
地
域
社
会
の
新
た
な
担

い
手
と
し
て
受
け
入
れ
、

地
域
力
の
充
実
・
強
化
を

図
る
取
り
組
み
で
す
。

　
町
は
農
作
業
支
援
、
通

院
・
買
物
の
サ
ポ
ー
ト
、

地
場
産
品
の
開
発
・
販
売

な
ど
活
動
内
容
や
条
件
、

待
遇
な
ど
を
定
め
、
協
力

隊
の
募
集
を
し
ま
す
。

　
希
望
す
る
隊
員
に
は
町

が
委
嘱
を
し
、
住
民
票
の

移
動
を
し
て
生
活
・
活
動

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
期
間
は
、
概
ね
１
年
以

上
最
長
３
年
で
、
こ
の
間

は
、
国
か
ら
隊
員
一
人
に

つ
き
最
高
４
０
０
万
円
の

支
給
が
あ
り
ま
す
。

　
町
の
活
性
化
に
は「
若
者
」

「
よ
そ
者
」「
ば
か
者
」
が
必

要
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
。
そ

れ
に
は
移
住
者
の
誘
致
が
大

変
重
要
で
あ
る
。

　
ま
た
、
Ｕ
タ
ー
ン
に
つ
い

て
は
、
若
者
だ
け
で
な
く
、

仕
事
を
リ
タ
イ
ヤ
し
た
方
々

へ
の
働
き
か
け
も
大
切
だ
と

思
う
。
60
歳
で
も
立
派
な
戦

力
で
す
。

　
町
で
は
こ
れ
ら
に
つ
い
て

の
取
り
組
み
は
な
さ
れ
て
い

る
の
か
。

　
ま
た
、
今
後
に
つ
い
て
の

方
針
は
。

　
移
住
者
誘
致
へ
の
取
り
組

み
と
し
て
は
、
首
都
圏
の

方
々
が
移
住
者
情
報
と
し
て

利
用
し
て
い
る
有
楽
町
の

「
青
森
暮
ら
し
サ
ポ
ー
タ
ー
」

の
活
用
の
ほ
か
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
受
け
入
れ
及
び
集

落
支
援
員
設
置
予
定
の
自
治

体
職
員
向
け
研
修
会
に
職
員

を
派
遣
し
勉
強
さ
せ
て
お

り
、「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」

等
の
制
度
を
活
用
し
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

　
ま
た
、「
ふ
る
さ
と
納
税
」

を
通
じ
、
将
来
の
移
住
候
補

地
と
し
て
の
き
め
細
か
い
情

報
発
信
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

　
総
合
病
院
で
は
長
年
医
師

不
足
で
医
師
確
保
に
大
変
苦

労
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
医

師
を
自
前
で
養
成
し
て
は
ど

う
か
。

　
費
用
の
問
題
で
医
学
部
進

学
を
断
念
し
て
い
る
生
徒
に

対
し
、
入
学
金
・
授
業
料
等

に
手
厚
い
特
別
奨
励
金
を
支

給
し
て
は
ど
う
か
。

　
一
人
前
の
医
師
に
な
る
に

は
数
千
万
円
の
費
用
と
10
年

も
の
年
月
を
必
要
と
す
る

が
、
今
始
め
な
け
れ
ば
い
つ

ま
で
た
っ
て
も
現
状
は
改
善

さ
れ
な
い
。

　
青
森
県
内
で
医
師
確
保
対

策
と
し
て
医
学
生
に
対
す
る

奨
学
金
を
実
施
し
て
い
る
自

治
体
病
院
は
６
カ
所
あ
る
。

　
五
戸
総
合
病
院
は
医
師
不

足
の
状
態
で
あ
り
、
10
年

後
、
20
年
後
を
見
据
え
て
医

師
を
養
成
し
、
地
元
に
貢
献

し
た
い
と
思
う
医
師
を
確
保

す
る
た
め
、
制
度
の
制
定
に

向
け
て
前
向
き
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

①
町
長
は
今
ま
で
人
口
減
少

に
ど
の
よ
う
な
施
策
を
行
い
、

そ
の
結
果
は
。

②
企
業
誘
致
な
ど
働
く
場
所

の
対
策
は
。

③
五
戸
町
で
の
大
き
な
職
場

で
あ
る
役
場
、
そ
の
職
員
採

用
方
法
を
見
直
す
つ
も
り
は

な
い
の
か
。

①
人
口
減
少
対
策
と
し
て
、

ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
推
進
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
と
低
保
育
料
推
進
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
。

　
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
推
進
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
、
上
市
川
地
区

に
48
区
画
の
住
宅
地
を
造
成

し
、
25
年
度
末
で
34
区
画
を

販
売
し
た
。

　
若
年
世
代
が
多
く
入
居
し

た
効
果
に
よ
り
、
児
童
数
増

加
、
固
定
資
産
税
や
住
民
税

の
増
収
に
も
寄
与
し
て
い
る
。

　
低
保
育
料
推
進
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
、
平
成
19
年
度
か
ら

保
育
料
を
国
の
基
準
額
か
ら

半
額
程
度
に
引
き
下
げ
し
て

い
る
。

　
こ
の
結
果
、
子
供
の
人
口

減
少
は
続
い
て
い
る
が
、
入

所
児
童
数
は
横
ば
い
か
ら
や

や
増
加
傾
向
に
あ
り
、
保
育

料
の
半
額
化
は
今
後
も
継
続

し
て
い
き
た
い
。

②
雇
用
の
場
の
確
保
の
対
策

と
し
て
、
五
戸
町
企
業
立
地

推
進
条
例
の
制
定
の
施
策
を

行
い
、
企
業
進
出
時
に
お
け

る
他
自
治
体
と
の
差
別
化
を

図
っ
て
い
る
。

③
職
員
採
用
は
上
級
職
員
に

重
点
が
置
か
れ
て
い
る
状
況

に
あ
る
が
、
近
年
、
上
級
土

木
職
員
の
募
集
を
し
て
も
応

募
者
が
い
な
い
状
況
に
も
あ

り
、
今
後
、
初
級
で
の
募
集

も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
ま
た
、
地
元
枠
と
し
て
住

所
要
件
を
設
け
る
こ
と
は
、

受
験
資
格
を
有
す
る
全
て
の

者
に
対
し
て
平
等
、
公
平
の

条
件
を
損
な
う
こ
と
か
ら
、

そ
の
よ
う
な
条
件
を
設
け
る

こ
と
は
で
き
な
い
。

　
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
お

り
、
独
居
老
人
も
増
え
て
お

り
、
見
守
る
シ
ス
テ
ム
も
必

要
で
は
な
い
の
か
。

　
ま
た
、
空
き
家
も
増
え
て

お
り
、
そ
の
対
策
は
ど
う
す

る
の
か
。

　
町
で
は
地
域
支
援
事
業
を

活
用
し
、
ひ
と
り
暮
ら
し
高

齢
者
や
高
齢
者
だ
け
の
世
帯

を
対
象
に
、
自
宅
訪
問
に
よ

る
生
活
状
況
把
握
の
ほ
か
、

五
戸
町
社
会
福
祉
協
議
会
に

委
託
し
て
、
ほ
の
ぼ
の
交
流

事
業
に
よ
る
近
所
の
住
民
同

士
で
の
見
守
り
、
緊
急
通
報

体
制
等
整
備
事
業
に
よ
る
福

祉
安
心
電
話
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
、
日
常
生
活
に
不
安
の

あ
る
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢

者
等
に
、
ボ
タ
ン
１
つ
で
操

作
が
で
き
る
緊
急
通
報
装
置

を
給
付
し
、
急
病
や
災
害
等

の
緊
急
時
に
、
迅
速
か
つ
適

切
に
対
応
し
て
い
る
。

　
空
き
家
対
策
は
、
早
期
に

管
理
条
例
策
定
が
求
め
ら
れ

て
い
る
が
、
ま
だ
未
策
定
と

な
っ
て
い
る
。

　
国
の
動
向
を
見
据
え
な
が

ら
、
今
年
度
中
の
条
例
策
定

に
向
け
て
進
め
て
い
き
た
い
。

中川原賢治 議員根森　隆雄 議員

一般質問 一般質問

質

　問

三
浦
町
長
答
弁

三
浦
町
長
答
弁

三
浦
町
長
答
弁

三
浦
町
長
答
弁

質

　問

質

　問

質

　問

応援医師による診療（五戸総合病院皮膚科）

上市川団地　残り９区画（平成26年９月末現在）

人口減少対策は

町長　２つのプロジェクトを実施

移住者誘致の取り組みは

町長　地域おこし協力隊を活用

高
齢
者
を
見
守
る

　
　
　
　

  

シ
ス
テ
ム
が
必
要

町
長

　自
宅
訪
問
や

　
　

  

緊
急
通
報
装
置
を
設
置

医
師
養
成
に
特
別
奨
励
金
制
度
の
新
設
を

町
長

　前
向
き
に
取
り
組
む



⑬ ごのへ議会だより 第13号 ごのへ議会だより 第13号 ⑫

ＡＥＤ設置施設
五戸町役場 五戸中学校
川内支所 川内中学校
浅田支所 倉石中学校
倉石支所 五戸高等学校
町立公民館 五戸警察署
町立図書館 東北メディカル学院
倉石温泉 にこにこプラザ五戸
五戸ドーム 田中医院
ひばり野スポーツ交流センター 小村歯科医院
倉石スポーツセンター 五戸町消防団第３分団（新町）
五戸小学校 五戸町消防団第17分団（石呑）
切谷内小学校 五戸町消防団第20分団（豊川）
上市川小学校 五戸町消防団倉石４分団（又重上）
倉石小学校

　
元
気
な
人
で
も
突
然
、
心

臓
発
作
を
起
こ
し
て
亡
く
な

る
「
心
臓
突
然
死
」
は
、
年

間
７
万
人
に
上
る
と
言
わ
れ

て
い
る
。
誰
に
で
も
突
然
起

こ
り
う
る
こ
の
よ
う
な
心
疾

患
に
は
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
有
効
性

が
認
識
さ
れ
、
か
な
り
普
及

し
て
き
た
。

　
厚
生
労
働
科
学
研
究
に
よ

れ
ば
、
平
成
24
年
12
月
現

在
、
わ
が
国
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
販
売

累
計
台
数
は
、
44
万
７
８
１

８
台
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
現
在
、
五
戸
町
に
Ａ
Ｅ
Ｄ

が
設
置
さ
れ
て
い
る
場
所
は

何
箇
所
あ
る
の
か
。

　
ま
た
、
設
置
場
所
を
示
す

マ
ッ
プ
の
よ
う
な
も
の
は
あ

る
の
か
。

　
設
置
場
所
数
は
、
県
及
び

民
間
の
６
カ
所
を
含
め
27
カ

所
、
30
機
の
設
置
と
な
っ
て

い
る
。

　
設
置
場
所
の
マ
ッ
プ
は
作

成
し
て
お
ら
ず
、
町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
上
に
設
置
施
設
の

リ
ス
ト
を
公
表
し
て
い
る
。

　
最
低
で
も
全
公
共
施
設
に

Ａ
Ｅ
Ｄ
が
設
置
さ
れ
る
べ
き

だ
と
思
う
が
、
リ
ス
ト
に
は

倉
石
温
泉
が
入
っ
て
い
な
か

っ
た
よ
う
だ
が
。

　
廃
校
に
な
っ
た
旧
又
重
小

学
校
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
、
先
般
、

倉
石
温
泉
へ
移
管
し
た
。

　
こ
れ
で
、
全
て
の
公
共
施

設
へ
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
が
完

了
し
た
と
考
え
て
い
る
。

　
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
施
設
の
リ

ス
ト
も
重
要
だ
が
、
具
体
的

な
場
所
を
示
す
マ
ッ
プ
が
必

要
で
あ
る
と
思
う
が
。

　
簡
易
な
も
の
に
な
る
と
思

う
が
、
マ
ッ
プ
を
作
成
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　
五
戸
国
際
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
７
月

で
任
期
を
終
え
た
Ａ
Ｌ
Ｔ
の

マ
イ
ケ
ル
と
デ
イ
ビ
ッ
ド
が
、

第
二
の
ふ
る
さ
と
と
称
す
る

五
戸
町
の
た
め
に
、
何
か
恩

返
し
が
し
た
い
と
い
う
思
い

で
、
国
際
色
豊
か
な
音
楽
と

食
文
化
を
融
合
し
た
昨
年
か

ら
始
ま
っ
た
イ
ベ
ン
ト
で
あ

る
。

　
ふ
た
り
の
人
脈
で
全
国
か

ら
集
め
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
達

は
、
ダ
ン
ス
、
ロ
ッ
ク
、
日

本
民
謡
、
Ｊ
ポ
ッ
プ
な
ど
、

幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
で
会
場
を

楽
し
ま
せ
て
く
れ
た
。

　
第
１
回
目
の
来
場
者
は
約

５
０
０
人
、
第
２
回
目
は
雨

に
も
関
わ
ら
ず
来
場
者
は
約

８
０
０
人
と
い
う
こ
と
で
、

こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
認
知
度
は

確
実
に
上
が
っ
て
い
る
と
思

う
。

　
主
役
で
あ
っ
た
彼
ら
が
去

っ
た
今
、
町
と
し
て
は
今
後

こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
続
け
る
の

か
。

　
既
に
２
人
が
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
任

期
を
終
え
五
戸
町
を
離
れ
て

い
る
の
で
、
現
時
点
で
は
無

理
と
考
え
て
い
る
。

　
し
か
し
、
彼
ら
が
こ
れ
ま

で
通
り
イ
ベ
ン
ト
を
準
備
し

た
上
で
来
町
し
た
い
、
あ
る

い
は
、
後
輩
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
が
引

き
継
い
で
イ
ベ
ン
ト
を
行
い

た
い
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、

町
と
し
て
も
協
力
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

①
夢
の
森
ハ
イ
ラ
ン
ド
で
平

成
21
年
12
月
13
日
か
ら
14
日

未
明
に
起
こ
っ
た
盗
難
事
件

か
ら
５
年
に
な
ろ
う
と
し
て

い
る
が
、
そ
の
後
、
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
ま
た
、
ど
の
よ
う
に
感
じ

て
い
る
の
か
。

②
夢
の
森
ハ
イ
ラ
ン
ド
の
運

営
に
つ
い
て
、
町
民
か
ら
、

ど
う
す
る
ん
だ
と
い
う
声
が

多
く
聞
か
れ
る
。

　
町
民
の
負
託
に
応
え
る
た

め
に
、
ど
の
よ
う
に
考
え
、

指
導
し
よ
う
と
し
て
い
る
の

か
。

①
五
戸
警
察
署
に
問
い
合
わ

せ
た
と
こ
ろ
、
い
ま
だ
検
挙

に
至
っ
て
い
な
い
が
、
捜
査

は
継
続
中
で
あ
る
と
の
こ
と
。

　
捜
査
状
況
に
つ
い
て
は
、

「
捜
査
に
支
障
を
来
す
お
そ

れ
が
あ
る
の
で
差
し
控
え
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。」
と

の
回
答
で
あ
っ
た
。

②
夢
の
森
ハ
イ
ラ
ン
ド
は
、

紅
玉
を
初
め
地
域
の
物
産
を

加
工
し
、
町
の
特
産
品
と
し

て
地
域
内
外
へ
販
売
し
、
地

域
の
知
名
度
と
農
業
収
益
を

向
上
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に

運
営
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。

　
現
在
、
夢
の
森
ハ
イ
ラ
ン

ド
は
、
指
定
管
理
に
よ
り
株

式
会
社
倉
石
地
域
振
興
公
社

が
運
営
し
て
い
る
。

　
今
後
に
お
い
て
も
売
れ
る

商
品
づ
く
り
を
目
指
し
、
施

設
の
適
正
な
運
営
を
確
保
し
、

指
定
管
理
に
よ
り
効
率
の
よ

い
施
設
の
管
理
を
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
町
と
し
て
ど
の
よ
う
に
望

む
か
、
ど
の
よ
う
に
し
た
ら

活
性
化
で
き
る
か
、
と
い
う

よ
う
な
、
町
と
公
社
と
の
話

し
合
い
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

ー
ム
を
つ
く
り
進
め
る
気
が

な
い
の
か
。

　
今
ど
う
い
う
状
態
に
あ
る

の
か
。

　
い
ろ
い
ろ
商
品
開
発
は
し

て
い
る
が
、
り
ん
ご
ジ
ュ
ー

ス
以
上
の
ヒ
ッ
ト
商
品
は
ま

だ
出
て
い
な
い
。
努
力
は
し

て
い
る
が
、
な
か
な
か
安
定

的
な
経
営
体
質
に
な
っ
て
い

な
い
の
が
事
実
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
た
だ
単
に
、
黒

字
が
出
せ
な
い
よ
う
な
会
社

だ
っ
た
ら
、
も
う
や
め
て
し

ま
え
と
い
う
よ
う
な
短
絡
的

な
発
想
で
は
い
け
な
い
と
思

っ
て
い
る
。

川村　浩昭 議員髙山　浩司 議員

株
式
会
社
倉
石
地
域
振
興

公
社
の
社
長
は
、
五
戸
町

長
三
浦
正
名
で
あ
る
が
、

議
会
で
は
社
長
と
し
て
の

考
え
を
述
べ
る
こ
と
は
で

き
な
い
た
め
、
指
定
管
理

を
委
託
し
て
い
る
町
長
と

し
て
の
立
場
で
発
言
し
て

い
ま
す
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
と
は

　
自
動
体
外
式
除
細
動
器
の

こ
と
で
、
突
然
心
臓
が
正
常

に
拍
動
で
き
な
く
な
っ
た
心

停
止
状
態
の
心
臓
に
対
し

て
、
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
行
い
、

心
臓
を
正
常
な
リ
ズ
ム
に
戻

す
た
め
の
医
療
機
器
で
す
。

一般質問 一般質問

質

　問

質

　問

三
浦
町
長
答
弁

三
浦
町
長
答
弁

三
浦
町
長
答
弁

三
浦
町
長
答
弁

倉
橋
総
務
課
長
答
弁

倉
橋
総
務
課
長
答
弁

質

　問

質

　問

質

　問

質

　問

りんごジュース、倉石牛コロッケ、アイスクリームなどを販売

盗難事件の犯人は捕まったのか

町長　いまだ検挙にならず

ＡＥＤの設置場所マップを作成すべき

町長　マップの作成を考える

五
戸
国
際
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

  

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
継
続
を

町
長

　主
催
者
が
い
れ
ば

　
　
　
　
　
　
　

  

協
力
す
る
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ＡＥＤ設置施設
五戸町役場 五戸中学校
川内支所 川内中学校
浅田支所 倉石中学校
倉石支所 五戸高等学校
町立公民館 五戸警察署
町立図書館 東北メディカル学院
倉石温泉 にこにこプラザ五戸
五戸ドーム 田中医院
ひばり野スポーツ交流センター 小村歯科医院
倉石スポーツセンター 五戸町消防団第３分団（新町）
五戸小学校 五戸町消防団第17分団（石呑）
切谷内小学校 五戸町消防団第20分団（豊川）
上市川小学校 五戸町消防団倉石４分団（又重上）
倉石小学校

　
元
気
な
人
で
も
突
然
、
心

臓
発
作
を
起
こ
し
て
亡
く
な

る
「
心
臓
突
然
死
」
は
、
年

間
７
万
人
に
上
る
と
言
わ
れ

て
い
る
。
誰
に
で
も
突
然
起

こ
り
う
る
こ
の
よ
う
な
心
疾

患
に
は
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
有
効
性

が
認
識
さ
れ
、
か
な
り
普
及

し
て
き
た
。

　
厚
生
労
働
科
学
研
究
に
よ

れ
ば
、
平
成
24
年
12
月
現

在
、
わ
が
国
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
販
売

累
計
台
数
は
、
44
万
７
８
１

８
台
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
現
在
、
五
戸
町
に
Ａ
Ｅ
Ｄ

が
設
置
さ
れ
て
い
る
場
所
は

何
箇
所
あ
る
の
か
。

　
ま
た
、
設
置
場
所
を
示
す

マ
ッ
プ
の
よ
う
な
も
の
は
あ

る
の
か
。

　
設
置
場
所
数
は
、
県
及
び

民
間
の
６
カ
所
を
含
め
27
カ

所
、
30
機
の
設
置
と
な
っ
て

い
る
。

　
設
置
場
所
の
マ
ッ
プ
は
作

成
し
て
お
ら
ず
、
町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
上
に
設
置
施
設
の

リ
ス
ト
を
公
表
し
て
い
る
。

　
最
低
で
も
全
公
共
施
設
に

Ａ
Ｅ
Ｄ
が
設
置
さ
れ
る
べ
き

だ
と
思
う
が
、
リ
ス
ト
に
は

倉
石
温
泉
が
入
っ
て
い
な
か

っ
た
よ
う
だ
が
。

　
廃
校
に
な
っ
た
旧
又
重
小

学
校
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
、
先
般
、

倉
石
温
泉
へ
移
管
し
た
。

　
こ
れ
で
、
全
て
の
公
共
施

設
へ
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
が
完

了
し
た
と
考
え
て
い
る
。

　
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
施
設
の
リ

ス
ト
も
重
要
だ
が
、
具
体
的

な
場
所
を
示
す
マ
ッ
プ
が
必

要
で
あ
る
と
思
う
が
。

　
簡
易
な
も
の
に
な
る
と
思

う
が
、
マ
ッ
プ
を
作
成
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　
五
戸
国
際
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
７
月

で
任
期
を
終
え
た
Ａ
Ｌ
Ｔ
の

マ
イ
ケ
ル
と
デ
イ
ビ
ッ
ド
が
、

第
二
の
ふ
る
さ
と
と
称
す
る

五
戸
町
の
た
め
に
、
何
か
恩

返
し
が
し
た
い
と
い
う
思
い

で
、
国
際
色
豊
か
な
音
楽
と

食
文
化
を
融
合
し
た
昨
年
か

ら
始
ま
っ
た
イ
ベ
ン
ト
で
あ

る
。

　
ふ
た
り
の
人
脈
で
全
国
か

ら
集
め
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
達

は
、
ダ
ン
ス
、
ロ
ッ
ク
、
日

本
民
謡
、
Ｊ
ポ
ッ
プ
な
ど
、

幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
で
会
場
を

楽
し
ま
せ
て
く
れ
た
。

　
第
１
回
目
の
来
場
者
は
約

５
０
０
人
、
第
２
回
目
は
雨

に
も
関
わ
ら
ず
来
場
者
は
約

８
０
０
人
と
い
う
こ
と
で
、

こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
認
知
度
は

確
実
に
上
が
っ
て
い
る
と
思

う
。

　
主
役
で
あ
っ
た
彼
ら
が
去

っ
た
今
、
町
と
し
て
は
今
後

こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
続
け
る
の

か
。

　
既
に
２
人
が
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
任

期
を
終
え
五
戸
町
を
離
れ
て

い
る
の
で
、
現
時
点
で
は
無

理
と
考
え
て
い
る
。

　
し
か
し
、
彼
ら
が
こ
れ
ま

で
通
り
イ
ベ
ン
ト
を
準
備
し

た
上
で
来
町
し
た
い
、
あ
る

い
は
、
後
輩
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
が
引

き
継
い
で
イ
ベ
ン
ト
を
行
い

た
い
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、

町
と
し
て
も
協
力
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

①
夢
の
森
ハ
イ
ラ
ン
ド
で
平

成
21
年
12
月
13
日
か
ら
14
日

未
明
に
起
こ
っ
た
盗
難
事
件

か
ら
５
年
に
な
ろ
う
と
し
て

い
る
が
、
そ
の
後
、
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
ま
た
、
ど
の
よ
う
に
感
じ

て
い
る
の
か
。

②
夢
の
森
ハ
イ
ラ
ン
ド
の
運

営
に
つ
い
て
、
町
民
か
ら
、

ど
う
す
る
ん
だ
と
い
う
声
が

多
く
聞
か
れ
る
。

　
町
民
の
負
託
に
応
え
る
た

め
に
、
ど
の
よ
う
に
考
え
、

指
導
し
よ
う
と
し
て
い
る
の

か
。

①
五
戸
警
察
署
に
問
い
合
わ

せ
た
と
こ
ろ
、
い
ま
だ
検
挙

に
至
っ
て
い
な
い
が
、
捜
査

は
継
続
中
で
あ
る
と
の
こ
と
。

　
捜
査
状
況
に
つ
い
て
は
、

「
捜
査
に
支
障
を
来
す
お
そ

れ
が
あ
る
の
で
差
し
控
え
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。」
と

の
回
答
で
あ
っ
た
。

②
夢
の
森
ハ
イ
ラ
ン
ド
は
、

紅
玉
を
初
め
地
域
の
物
産
を

加
工
し
、
町
の
特
産
品
と
し

て
地
域
内
外
へ
販
売
し
、
地

域
の
知
名
度
と
農
業
収
益
を

向
上
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に

運
営
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。

　
現
在
、
夢
の
森
ハ
イ
ラ
ン

ド
は
、
指
定
管
理
に
よ
り
株

式
会
社
倉
石
地
域
振
興
公
社

が
運
営
し
て
い
る
。

　
今
後
に
お
い
て
も
売
れ
る

商
品
づ
く
り
を
目
指
し
、
施

設
の
適
正
な
運
営
を
確
保
し
、

指
定
管
理
に
よ
り
効
率
の
よ

い
施
設
の
管
理
を
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
町
と
し
て
ど
の
よ
う
に
望

む
か
、
ど
の
よ
う
に
し
た
ら

活
性
化
で
き
る
か
、
と
い
う

よ
う
な
、
町
と
公
社
と
の
話

し
合
い
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

ー
ム
を
つ
く
り
進
め
る
気
が

な
い
の
か
。

　
今
ど
う
い
う
状
態
に
あ
る

の
か
。

　
い
ろ
い
ろ
商
品
開
発
は
し

て
い
る
が
、
り
ん
ご
ジ
ュ
ー

ス
以
上
の
ヒ
ッ
ト
商
品
は
ま

だ
出
て
い
な
い
。
努
力
は
し

て
い
る
が
、
な
か
な
か
安
定

的
な
経
営
体
質
に
な
っ
て
い

な
い
の
が
事
実
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
た
だ
単
に
、
黒

字
が
出
せ
な
い
よ
う
な
会
社

だ
っ
た
ら
、
も
う
や
め
て
し

ま
え
と
い
う
よ
う
な
短
絡
的

な
発
想
で
は
い
け
な
い
と
思

っ
て
い
る
。

川村　浩昭 議員髙山　浩司 議員

株
式
会
社
倉
石
地
域
振
興

公
社
の
社
長
は
、
五
戸
町

長
三
浦
正
名
で
あ
る
が
、

議
会
で
は
社
長
と
し
て
の

考
え
を
述
べ
る
こ
と
は
で

き
な
い
た
め
、
指
定
管
理

を
委
託
し
て
い
る
町
長
と

し
て
の
立
場
で
発
言
し
て

い
ま
す
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
と
は

　
自
動
体
外
式
除
細
動
器
の

こ
と
で
、
突
然
心
臓
が
正
常

に
拍
動
で
き
な
く
な
っ
た
心

停
止
状
態
の
心
臓
に
対
し

て
、
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
行
い
、

心
臓
を
正
常
な
リ
ズ
ム
に
戻

す
た
め
の
医
療
機
器
で
す
。

一般質問 一般質問

質

　問

質

　問

三
浦
町
長
答
弁

三
浦
町
長
答
弁

三
浦
町
長
答
弁

三
浦
町
長
答
弁

倉
橋
総
務
課
長
答
弁

倉
橋
総
務
課
長
答
弁

質

　問

質

　問

質

　問

質

　問

りんごジュース、倉石牛コロッケ、アイスクリームなどを販売

盗難事件の犯人は捕まったのか

町長　いまだ検挙にならず

ＡＥＤの設置場所マップを作成すべき

町長　マップの作成を考える

五
戸
国
際
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

  

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
継
続
を

町
長

　主
催
者
が
い
れ
ば

　
　
　
　
　
　
　

  

協
力
す
る
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常任委員会　所管事務調査

夢の森ハイランドの現状を確認

盛立地区（西塔坂）の状況を確認

一般廃棄物処理施設を視察

10
月
15
日
実
施

調
査
の
内
容

○
指
定
管
理
の
状
況

・
倉
石
温
泉

・
倉
石
ふ
れ
あ
い
体
験
の
郷

・
夢
の
森
ハ
イ
ラ
ン
ド

　
指
定
管
理
の
現
状
を
現

地
調
査

　
各
施
設
の
現
地
調
査
を
行

い
、
管
理
し
て
い
る
担
当
者

等
か
ら
現
在
の
状
況
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

 

10
月
15
日
実
施

調
査
の
内
容

○
地
域
用
水
環
境
整
備
事
業

　（
魚
道
整
備
）

・
蛯
川
頭
首
工

・
神
明
川
原
頭
首
工

・
中
川
原
頭
首
工

　
工
事
の
概
要
と
進
捗
状

況
の
現
地
調
査

○
高
田
橋

上
市
川
地
区
の
状
況
調
査

○
県
道
五
戸
六
戸
線
災
害
防

除
事
業（
盛
立
地
区
）

　
盛
立
地
区
の
現
状
を
現

地
調
査

○
中
心
商
店
街
街
路
灯

街
路
灯
の
現
地
調
査

　
現
地
調
査
を
行
い
、
役

場
担
当
課
職
員
か
ら
説
明

を
受
け
ま
し
た
。

 

10
月
15
日
実
施

調
査
の
内
容

○
十
和
田
地
域
広
域
事
務
組

合
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設

の
管
理
・
運
営
状
況

・
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設

・
家
庭
ご
み
の
出
し
方
、

直
接
搬
入
に
関
す
る
周

知
啓
発
状
況

　
五
戸
町
の
廃
棄
物
の
状

況
に
つ
い
て
役
場
担
当
課

職
員
か
ら
説
明
を
受
け
ま

し
た
。

　
ま
た
、
一
般
廃
棄
物
処

理
施
設
の
担
当
職
員
か
ら

広
域
の
廃
棄
物
の
状
況
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
、
施

設
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

地
方
発
送
承
り
ま
す

ど
う
な
る
盛
立
地
区

町
民
一
人
当
た
り
２
２
２
㎏
を
排
出

さいとうざか

総
務
常
任
委
員
会

経
済
常
任
委
員
会

民
生
常
任
委
員
会

　
平
成
26
年
８
月
28
日
、
青
森
市

に
て
議
会
広
報
を
作
成
す
る
た
め

の
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
広
報
常

任
委
員
４
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

講
演

⑴「
議
会
広
報
の
基
本
と
編
集
技

術
」

⑵
町
村
議
会
広
報
の
ク
リ
ニ
ッ
ク

講
師

広
報
・
編
集
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

　
　
　
　
　
　
芳
野
　
政
明
　
氏

　
平
成
26
年
９
月
26
日
、
南
部
町

に
て
五
戸
町
議
会
議
員
と
新
郷
村

議
会
議
員
で
構
成
さ
れ
て
い
る
五

戸
地
区
議
会
議
員
の
研
修
会
が
開

催
さ
れ
、
五
戸
町
議
会
議
員
は
13

人
が
出
席
し
ま
し
た
。

講
演

「
南
部
町
の
企
業
誘
致
に
つ
い
て
」

講
師

多
摩
川
精
機
㈱
取
締
役
本
部
長

　
八
戸
事
業
所
長

　
　
　
　
　
　
　
塚
平
　
守
　
氏

南
部
町
商
工
観
光
課

　
総
括
主
査

　
　
　
　
　
　
小
村
　
良
信
　
氏

　
平
成
26
年
10
月
10
日
、
三
戸
町

に
て
八
戸
圏
域
定
住
自
立
圏
形
成

促
進
議
員
連
盟
及
び
八
戸
市
主
催

に
よ
る
勉
強
会（
視
察
会
）と
講
演

会
が
開
催
さ
れ
、
五
戸
町
議
会
議

員
は
７
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

（
県
外
行
政
調
査
研
修
と
日
程
が
重

な
り
半
数
の
議
員
は
参
加
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。）

勉
強
会（
視
察
会
）

・
小
中
一
貫
三
戸
学
園
視
察

三
戸
町
の
事
業
説
明

・
三
戸
町
の
小
中
一
貫
教
育
に
つ

い
て

三
戸
町
教
育
委
員
会

　
　
　
　
馬
場
　
幸
治
　
氏

・
11
ぴ
き
の
ね
こ
の
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て

三
戸
町
総
務
課

　
ま
ち
づ
く
り
推
進
室

　
　
　
　
山
口
　
航
生
　
氏

講
演
会

「
定
住
自
立
圏
構
想
の
推
進
等
地

域
力
創
造
施
策
に
つ
い
て
」

総
務
省
　
自
治
行
政
局

　
地
域
力
創
造
グ
ル
ー
プ

　
地
域
自
立
応
援
課
長

　
　
　
佐
藤
　
啓
太
郎
　
氏

※

こ
の
勉
強
会
は
、
平
成
21
年
度

か
ら
八
戸
圏
域
８
市
町
村
の
持

ち
回
り
で
、
年
３
回
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
平
成
26
年
10
月
21
日
、
新
郷
村

に
て
三
戸
郡
町
村
議
会
議
員
研
修

会
が
開
催
さ
れ
、
五
戸
町
議
会
議

員
は
15
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

講
演

「
攻
め
の
農
林
水
産
業
」に
つ
い
て

青
森
県
知
事

　
　
　
　
三
村
　
申
吾
　
氏

議員活動報告

町
村
議
会
広
報
研
修
会

五
戸
地
区
議
会
議
員

協
議
会
研
修
会

第
15
回
定
住
自
立
圏
の
形
成
に
関
す
る
勉
強
会

三
戸
郡
町
村
議
会

議

員

研

修

会
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、
平
成
21
年
度

か
ら
八
戸
圏
域
８
市
町
村
の
持

ち
回
り
で
、
年
３
回
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
平
成
26
年
10
月
21
日
、
新
郷
村

に
て
三
戸
郡
町
村
議
会
議
員
研
修

会
が
開
催
さ
れ
、
五
戸
町
議
会
議

員
は
15
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

講
演

「
攻
め
の
農
林
水
産
業
」に
つ
い
て

青
森
県
知
事

　
　
　
　
三
村
　
申
吾
　
氏

議員活動報告

町
村
議
会
広
報
研
修
会

五
戸
地
区
議
会
議
員

協
議
会
研
修
会

第
15
回
定
住
自
立
圏
の
形
成
に
関
す
る
勉
強
会

三
戸
郡
町
村
議
会

議

員

研

修

会
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秋
の
夜
、
ふ
と
思
う
こ
と

が
あ
る
。

　
世
界
の
ど
こ
か
で
戦
争
・

内
戦
・
テ
ロ
で
人
が
殺
し

合
い
を
し
て
い
る
中
、
日
本

は
平
和
な
国
だ
と
実
感
し
な

が
ら
も
、
自
然
災
害
に
お
い

て
甚
大
な
被
害
に
自
然
の

驚
異
を
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　
日
本
の
小
さ
な
町
、
五
戸

町
は
自
然
災
害
も
少
な
く
、

住
み
や
す
い
町
に
生
ま
れ
た

こ
と
に
感
謝
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
幸
せ
は
人
に
よ
っ
て
違
う

し
、
何
を
も
っ
て
幸
せ
な
の

か
人
そ
れ
ぞ
れ
違
う
と
思
う

が
、
一
つ
言
え
る
こ
と
は
、

自
分
を
愛
し
、
相
手
を
尊
重

し
、
和
を
も
っ
て
生
き
る
こ

と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
町
民
一
人
一
人
が
住
み
や

す
く
、
幸
せ
を
実
感
で
き
る

五
戸
町
を
目
指
し
、
そ
の
幸

せ
が
日
本
中
に
伝
わ
り
、
さ

ら
に
世
界
中
に
幸
せ
が
広
が

る
こ
と
を
心
よ
り
願
っ
て
い

ま
す
。

委
員
　
松
山
　
泰
治

編
集
後
記

議会を傍聴してみませんか
委
員
長
　
根
　
森
　
隆
　
雄

副
委
員
長
　
髙
　
山
　
浩
　
司

委
　
　
員
　
若
　
宮
　
佳
　
一

委
　
　
員
　
松
　
山
　
泰
　
治

委
　
　
員
　
沢
　
田
　
良
　
一

委
　
　
員
　
柏
　
田
　
雅
　
俊

委
　
　
員
　
三
　
浦
　
俊
　
哉

次
回
の
広
報
は
、

平
成
27
年
２
月

発
行
予
定
で
す
。

広
報
常
任
委
員
会

12月定例会は12月４日開会予定です。
詳しくは議会事務局まで
TEL ６２ － ２１１１（代表）
日程が決まりしだい「五戸ちゃんねる」、
五戸町ホームページでもお知らせします。

第３回　議会報告会　開催のお知らせ
下記の日程・会場で開催します。時間は90分程度を予定しております。
いずれの会場でも参加できますので、ご都合のよい会場へおいでください。

当日は、本誌をご持参ください。
たくさんのご参加をお待ちしております。

・議会からの報告　平成25年度決算、平成26年度予算、議会の状況
・参加者の皆さんから議会に対するご質問、ご意見、ご要望をお聞きします

報告会の
内　　容

開 催 日 時

議員班構成

11月26日（水）
午後６時30分から

豊間内コミュニティ
センター

11月27日（木）
午後６時30分から

Ａ班

町立公民館 蛯川公会堂

倉石コミュニティ
センター瑞穂館 浅水活性化センター

根　森　隆　雄 和　田　寛　司 大　沢　　　博
尾　形　裕　之 大久保　　　均 髙　山　浩　司
松　山　泰　治 若　宮　佳　一 鈴　木　繁　盛
沢　田　良　一 川　村　浩　昭 川　﨑　七　保
中川原　賢　治 古　田　陸　夫 三　浦　專治郎
柏　田　雅　俊 中　里　公志郎 三　浦　俊　哉

Ｂ班 Ｃ班




